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※旧竹田小学校が生まれ変わって
　複合型宿泊施設となりました（７月オープン！）
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                    まちづくり
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　福祉、教育、道路整備など身近な行政サービスを行う会計で、
主に市税(住民税や固定資産税など)や地方交付税でまかなわれ
ています。

※予算額は収益的支出と資本的支出の合計

　特定の収入があり、一般会計と分けて経理することで収支を
明確にした会計です。坂井市には2つの特別会計があります。

会計名 予算額 対前年度比
国民健康保険特別会計 99億8,500万円 13.5％
後期高齢者医療特別会計 8億1,000万円 0.1%

　水道など民間企業と同じように事業で収益をあげて運営して
いる会計です。坂井市には４つの公営企業会計があります。

会計名 予算額 対前年度比
水道事業会計 28億900万円 △3.0％
公共下水道事業会計 62億4,500万円 △8.4％
農業集落排水事業会計 5,000万円 5.6％
病院事業会計 25億5,300万円 6.1％

福祉・保健・医療に
義
務
的

そ
の
他

投
資
的

行政運営に

道路、学校改修など
設備にかかるお金

特別会計の運営など
に対するお金

維持補修費や積立金など
道路・公園の整備に

安心なまちに

経済・農業の発展に

民生費 120億1,600万円

総務費 54億5,400万円

普通建設事業費
　　    85億7,000万円

繰出金   32億1,600万円

その他   10億8,300万円

【目的別】【性質別】

土木費 26億5,100万円

消防費 22億5,800万円

商工費 11億800万円

労働費 1億1,300万円

農林水産業費
 　　　 46億4,800万円

議会費 3億1,100万円

諸支出金 1,200万円

予備費　 1,000万円
教育費 50億6,700万円

衛生費 42億6,300万円

公債費 30億900万円

学校・生涯学習に

清潔なまちに

借金の返済に

一般会計　409億2,000万円

前年度比 3.3％

前年度比 11.4％

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比

19.7％

63.3％

12.9％

13.2％

57.1％

25.7％

5.9％

14.3％

0％

医 療 費 助 成 など 福
祉・医療にかかるお金
扶助費 67億3,700万円

前年度比 4.0％

職員給与など
人にかかるお金
人件費       54億400万円

前年度比 0.9％

借入金の返済にかかるお金

一部事務組合や各種
団体への補助金など

委託料や施設の維持管
理などにかかるお金

公債費       30億900万円

補助費等 70億4,500万円

物件費    58億5,600万円

前年度比

前年度比

2.4％

3.9％

28年度の一般会計予算を家計簿に例えると…？

給料（市税） 99,448円
38,905円

140,981円
61,666円
341,000円

97,540円
34,210円

133,004円
35,554円
300,308円

借金（市債）

パート収入
（使用料・手数料など）
手当て・臨時収入
（地方交付税・国県支出金など）

[メモ]　景気回復の兆しもあり、給料やパート収入、手
当て・臨時収入も増えてきました。しかし、家の増改築な
どが増えたことに伴い、借金も大きく増えました。
　支出は、食費、光熱水費を前年度並みに抑えましたが
医療費のほか、家の増改築で大幅に増えました。

合　計

食費（人件費）
医療費（扶助費）

借金返済（公債費）

45,039円
56,145円
48,797円

2,470円

92,052円

71,421円
25,076円
341,000円

45,434円
53,976円
48,877円

2,163円

81,640円

43,740円
24,478円
300,308円

光熱水費
（物件費）
車や家具の修理代
（維持補修費・予備費）
子どもへの仕送りなど
（繰出金・補助費・貸付金・積立金）
家の増改築
（普通建設事業費）

合　計

収

　入
支

　出

28年度毎月の支出 27年度28年度毎月の収入 27年度

※予算額を120，000分の1に換算

市税
119億3,400万円  29.2％

前年度比2.0％

地方交付税
74億円  18.1％

前年度比3.5％

前年度比73.4％

国・県支出金
72億9,000万円  17.8％

前年度比7.1％

県支出金
24億5,914万円  6.6％

前年度比5.3％

地方消費税交付金など
19億2,800万円  17.8％

前年度比7.1％

地方譲与税
3億1,100万円  0.8％

前年度比1.3％

財産収入など
14億4,000万円  3.5％

その他
18億3,500万円  5.0％

前年度比8.5％

地方特例交付金
5,923万円  0.1％

前年度比7.0％

その他
3億143万円  0.8％

前年度比39.2％

繰入金
16億7,900万円  4.1％

前年度比120.8％

使用料および手数料
7億1,800万円  1.8％

前年度比71.4%

繰越金
2億円  0.5％

前年度比0％

分担金および負担金
6億2,000万円  1.5％

前年度比39.4％

依存財源
243億2,900万円

59.5％

自主財源
165億9,100万円

40.5%

依存財源
243億2,900万円

59.5％
前年度比5.0％

自主財源
165億9,100万円

40.5%
前年度比2.5％

坂井市の家計診断坂井市の家計診断

市債
74億円  18.1％

一般会計
409億2,000万円

前年度比15.5％

■歳入(市の収入)

■歳出(市の支出)

前年度比 0.2％

前年度比    8.5％

前年度比 11.4％

前年度比   7.5％

前年度比 7.9％

前年度比 2.4％
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住民とともに育むまちづくり地域活力を創造するまちづくり 多様な都市活動を支えるまちづくり安全で快適な暮らしを支えるまちづくり

市制施行10周年を記念した式典や特別
事業のほか、シティセールス事業、コ

ミュニティセンターの耐震改修等事業に取
り組みます。また公共施設の有効活用を図る
など行財政改革をさらに進め、効果的かつ計
画的な行政運営を実施し、健全な財政運営に
取り組んでいきます。

坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
の実施や後継者不足などさまざまな課

題について、解決していくための取り組みを
支援することで地域振興を図ります。また、
労働や商工業においても、雇用機会の確保、
経営の安定化、企業誘致に取り組んでいきま
す。

★新規事業
☆拡充事業

▲

　★市制施行10周年記念式典　   150万円▲
　☆シティセールス事業　　　   1,871万円

▲

　☆まちづくり協議会特別交付金

 　　　　　　　　　　　　    2,300万円

▲

　★コミュニティセンター耐震改修等事業

3,100万円▲

　★(仮称)三国市民センター建設事業

　　　　　　　　　　　　　  　5億6,616万円

▲

　★竹田Tキャンプ推進事業   　    470万円

▲

　★特別区全国連携プロジェクト事業

　　　　　　　　　　　　         　　   150万円▲

　☆さかいのブランド米創出事業  645万円▲

　☆素牛導入助成事業                     550万円▲

　☆ゆりの里公園再整備事業　2億4,020万円▲

　国営かんがい排水事業負担金

　　　　　　　　　　　　　    25億4,007万円

▲

　★空家活用ビジネス支援事業補助金

　　　　　　　　　　　　        　　　200万円▲

　☆企業立地促進助成金 　   1億5,000万円
▲

　末政・随応寺線道路改良工事  6,150万円▲

　宮領北部線道路改良事業　      2,000万円▲

　沖布目森田線道路改良事業       2,800万円

▲

　新幹線対策事業       　               4,233万円

▲

　地籍調査事務　       　               4,080万円▲

　★コンビニ交付サービス事業    4,172万円

▲

　☆防災資機材・備蓄倉庫整備  1,445万円

▲

　★避難場所・避難所表示板設置工事

　　　　　　　　　　　　　　　　 7,000万円

▲

　☆春江・坂井地区防災行政無線整備事業

　　     　　　　　　                         3億548万円▲

　★江留上団地3号棟リフレッシュ工事

1億5,280万円▲

　★空き家等対策事業　　　　　  492万円

シティセールス！全国に坂井市をPR　　　　　安全で快適な道路へ
防災行政無線整備

防災体制の強化・推進

ゆりの里公園の整備

　さかいのブランド米の創出

計画的な土地利用の推進や市内の一体性・
連携の強化を図るための骨格となる広

域道路網の整備に継続して取り組みます。活
力ある都市活動を展開していくため、自然と
調和した都市基盤の整備を図っていきます。

防災・減災対策事業として防災備蓄倉庫、
防災資機材の整備や防災行政無線の整

備を行います。市営住宅のリフレッシュ工事
や、空き家の有効活用と定住促進に取り組ん
でいきます。

市の魅力を育て、発信することで全
国的に認知度を高めて地域の活性化
を図るんだよ。

坂井市空き家情報バンクを活用して、
空き家の需要と供給がスムーズにな
るように取り組んでいくんだね。

道路の幅を広げたり、歩道を作った
りして、通学する児童生徒の安全を
守るんだね。

県内外の大学生に竹田地区でキャン
プをしてもらい、自然に触れ合いな
がら地域の人と交わってもらうこと
で、竹田の魅力を伝えるんだね。将来、
住みたいと感じてくれるといいな。

市制10周年を記念し、まちづくり協
議会に特別交付金を交付し、市民と
行政の協働のまちづくりを進めるよ。

私たち市民が坂井市にもっと満足し
愛着が強まれば、定住につながるね。

安全面だけでなく、新しく道路を作
ることで、私たちの生活の利便性や
快適性も増すんだよ。

「

九頭竜川下流区域の農業用水を効率
的に使用できるようパイプライン化
を行った国営事業の市負担分だね。

市内全ての中学校にも、小学校と同
じように防災倉庫や防災関連機材な
どを置くんだね。

北陸新幹線が来ることによって、地
域経済の活性化と、これまで交流の
少なかった地域とのつながりが図れ
るね。

   国営かんがい排水事業

　　　　　安全で快適な道路へ　　　　　安全で快適な道路へ　　　　　安全で快適な道路へ

 地域の特性を生かしたまちづくり

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
三
国
か
ら
の
収
益

金
は﹁
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
﹂

な
ど
の
財
源
と
し
て
、
私
た
ち
の

身
近
な
暮
ら
し
に
幅
広
く
活
用
さ

れ
て
い
る
ん
だ
よ
♪

普段から避難所の場所を目立たせて
おくことで、いざという時に避難所
がどこかすぐわかるね。
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美しい自然と共生するまちづくり生涯を通じて学び・育つまちづくり 誰もが笑顔で暮らせるまちづくり地域全体でもてなすまちづくり

公衆衛生の向上と循環型社会の構築を図
ります。さらに魅力ある都市空間の推

進のため、景観の特性を生かした市街地の整
備などに取り組んでいきます。

充実した教育環境の整備と生涯学習に取
り組みます。歴史、文化、芸術につい

ては伝承と振興を図るため、文化活動の支援
や文化財の適正な保存に取り組んでいきます。
丸岡城の国宝化や平成30年開催予定の国体
に向け競技会場などの施設整備を進めていき
ます。

多様化する保育ニーズに対応するため、
幼保一元化や民営化を推進し、安心し

て子育てができる環境づくりを進めます。ま
た、高齢者の健康増進や介護予防、生きがい
づくりを推進します。障がいのある人が自立
した日常生活を営むことができるよう、福祉
サービスの充実も図っていきます。

魅力あふれる豊富な観光資源を生かした
誘客や多様なメディアを利用した情報

発信の強化、機能の充実を図り、観光の振興
に取り組みます。また、海外との都市間交流
や地域交流を推進し、多文化共生に取り組ん
でいきます。

▲

　一般廃棄物収集委託　      2億4,400万円▲
　★ごみ組成調査委託　　　　　  140万円

▲

　★JR春江駅舎・駅前公園整備事業

　　　　　　1,980万円▲

　★えちぜん鉄道三国駅舎・駅前広場

          整備事業　　　　　       1億1,022万円

▲

　小学校施設長寿命化事業          4,200万円▲

　学級運営支援事業     　　　　   8,018万円▲

　★国体施設整備事業         10億9,184万円

▲

　★三国運動公園陸上競技場改修工事

     　　　　　　　　　　             ２億8,000万円▲

　★みくに龍翔館リニューアル事業

　　　　　　　　　　　　   　              　  68万円▲

　丸岡城国宝化推進事業              1,197万円

▲

　国民健康保険特別会計繰出金

　　　　　　　　　　　　　　       10億780万円▲

　★三国希望園機能移転改修　　  340万円▲

　★包括的支援事業　　　　  　　104万円

▲

　★二次救急医療体制強化支援事業補助金

　　　　　　　　  　　　　　　          355万円▲

　☆多子世帯子育て支援事業

　　　　　　　　　　　    　　　  1億1,030万円▲

　★今福幼保園増築及び改修工事等

　　　　　　　　　　　　　          2億2,300万円▲

　★(仮称)いそべ保育園整備事業補助金等

2億2,380万円▲
　☆放課後児童対策事業　　2億5,521万円

▲

　★旧竹田保育所利活用改修工事
　　     　　　　　　　　　　　　      3,512万円

▲

　観光ビジョン戦略事業              4,229万円▲

　B－1グランプリ開催事業補助金

　　　　　　　　　　　　            　     1,400万円

▲

　各種まつりイベント事業          1,450万円▲

　☆竹田の里管理運営事業　       5,024万円

日常生活の支援体制や在宅医療と介
護の連携体制を作って、要介護状態
になることの予防をしていくんだよ。

北陸で初めてB-1グランプリ東海・
北陸支部大会が開催されるんだよ。
市の観光資源をPRするんだよ。

駅舎や駅前の広場などを整備して利
用者が便利に使えるようにするんだ
ね。

丸岡体育館や三国運動公園の多目的
競技場など国体に使う施設を改修す
るんだね。

使われなくなった保育所をレストラ
ンにするんだね。人がいっぱい来て
賑わうといいな。

地域の人々が日常的に交流し、地域
活動やイベントなどをできるように
するんだよ。

　放課後児童クラブの運営
国体に向けて施設改修

ごみの減量＆再利用

市を代表するイベントで

　観光客の誘致＆PR

地元の商店街だけでなく市全体が元
気になるよう取り組むんだね。 国宝化に向けてどんなことをしてい

くんだろう？

使われている材料の年代などを調査
して丸岡城の歴史的価値を明らかに
していくんだよ。

家庭でリサイクルできるものを含め、
どんなものがごみとして捨てられて
いるかを調べるんだよ。

調査結果を分析して、リサイクル率
を高くする対策など考えてごみの減
量化につなげるんだね。

　冬の味覚の王者!!カニまつり
丸岡城国宝化の推進

　竹田の里運営事業

龍翔館リニューアル事業

　　北陸初！ B-1グランプリ
　　東海・北陸支部大会開催
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53
　春江工業高校の閉校式が同校体育館で行われまし
た。生徒や保護者、同窓生らが出席し、53年の歴
史に幕を下ろしました。生徒代表により校旗の返納
が行われた後、出席者全員で校歌を斉唱。最後の卒
業生となった生徒らは「学校はなくなってしまうが、
春工の精神は絶対に忘れない」と話していました。
4月からは坂井高校に統合されます。

3月5日(土)

3月4日(金)
　市と福井労働局は地域振興、活力あるまちづくり
および雇用の安定を図るため、雇用対策協定を結び
ました。坂

さか

本
もと

市長は「地域産業の活性化や雇用の安
定に取り組みたい」と、加

か

藤
とう

滋
しげ

穂
お

局長は「労働の確
保で地域の活性化を図りたい」と話しました。今後
はＵ・Ｉターンの就職、地域産業の雇用対策につい
ての具体的な施策を協議、実施していきます。

年の歴史に幕
春江工業高校が閉校

▲協定書に署名し、握手を交わす加藤局長(左)と坂本市長。
　若者や女性の雇用対策などで連携する

▲53年で8,172人の生徒が春工を卒業。ものづくりの精　
　神は坂井高校に受け継がれていく

3月8日(火)
　磯部小学校児童がせせらぎ水路(旧十郷用水路跡
地)にホタルの幼虫を放流しました。4年生児童68人
が参加し、坂井農業高校と一緒に飼育した45匹の幼
虫を放流。児童らは「元気に育って、奇麗な光を見せ
てほしい」と笑顔で話していました。この放流は、丸
岡町下安田地区でパイプライン化された水路を利用
したホタルの舞う水辺づくりの一環で行われました。

タルの舞う水辺に
磯部小児童が放流ホ

▲体長3㎝ほどのゲンジボタルの幼虫を、エサとなるタニ
　シと一緒に放流

3月12日(土)
　三国温泉カニまつりに訪れた人に感謝を込めた『三
国温泉カニまつり感謝祭』が、三国魚市場で行われ
ました。会場では越前がになどが安価で販売され、
新鮮な魚介類を買い求める人で賑わいをみせていま
した。また、恒例のエビの刺身や熱々の漁師鍋の無
料配布も行われ、長蛇の列ができるほどの人気を博
していました。

場者に感謝を込めて
三国温泉カニまつり感謝祭来

▲カニ汁をおいしそうに食べる子どもたち。肌寒い気温に
　は嬉しい温かさ

雇用対策協定を締結
地域活性化の足掛かりに

▲泥まみれになりながら、ごみを引き上げる参加者

み
　市の水辺環境の保全と流失ごみの発生抑制を呼び
かけるため、春江西部まちづくり協議会が磯部川流
域の清掃活動を行いました。地域住民や流域立地企
業、中学生など約70人が参加し、川床や中州に散
乱していたごみや流木を拾い集めました。また、市
内75地区で「海ごみ川ごみプラネットフォーム・さ
かい」と題した河川清掃も行われました。

3月6日(日)

3月5日(土)
　みくに文化未来館で坂井市環境講演会を行いまし
た。天

あま

達
たつ

武
たけ

史
し

氏が気象予報士の目線で地球温暖化に
ついて講演。市内外から約250人が参加しました。
天達氏は、温暖化の進行具合や気温の上昇が農作物
の産地を変えることなどを、取材の体験談やクイズ、
実験などを通して身近な問題であることを分かりや
すく説明し、参加者は興味深く聞き入っていました。

気の達人が講演
地球の温暖化を考える

んなで奇麗な川に
磯部川流域を清掃

天
▲温暖化の原因となる二酸化炭素を水に溶かす実験。溶け
　なくなると温暖化が加速すると話す天達氏(右)

3月13日(日)
　坂井地区地域包括ケア推進市民集会2016が高椋
コミュニティセンターで行われました。約200人が
参加し、最期の時まで自分らしく生きるために、家
族や地域、医療や介護の関係者がどのように関わっ
ていくかを考察。また、パネルディスカッションでは、
高齢者の自立を地域で支えるため、多職種間で連携
していくことの重要性などが話し合われました。

齢者の住みよい環境を
地域みんなで考える高

▲東京大学特任講師の後
ご

藤
と う

純
じゅん

氏が「団塊の世代への意識調
　査から見えてきたもの」という演題で講演

3月13日(日)
　集めたごみの量などを競うスポーツG

ご み

OMI拾い大
会が三国サンセットビーチで行われました。市内外
から参加した36チーム155人は、優勝を目指し砂浜
に散乱していたペットボトルなどのごみを次々と拾
いました。優勝チームメンバーの伊

い

藤
とう

千
ち

愛
あ

乃
の

さん(春
江中学校2年)は「多くのごみが落ちていたが海を奇
麗にできて良かった」と感想を話しました。

み拾いはスポーツだ
競って奇麗に清掃活動ご

▲コツコツとごみを拾い、砂浜を奇麗にしていく家族。み
　んなで拾い集めた量は約590Kgに及んだ
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　福井しあわせ元気国体坂井市実行委員会 ( 国体推進課 ) 　50-2643/    50-2361
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3月26日(土)
　「丸岡城天守を国宝にする市民の会」が霞の郷で
設立総会を行いました。会員など約450人が参加し、
規約や事業計画などを可決。松

まつ

本
もと

富
とみ

男
お

会長からは「市
民が一丸となり、国宝化のため資料の発掘に尽力し
ていく」と力強い決意が語られました。また、総会
後には村

むら

田
た

健
けん

一
いち

氏(丸岡城調査研究委員会委員)によ
る記念講演会も行われました。

岡城天守を国宝化に
熱気溢れる設立総会丸

▲国宝化に向け、気持ちを一つにする「丸岡城天守を国宝
　にする市民の会」の会員ら

3月16日(水)
　「2016東海・北陸B-1グランプリin坂井」の開催日
が9月24日(土)、25日(日)に決まったと「越前坂井
辛み蕎麦であなたの蕎麦で辛み隊」が発表しました。
同団体代表の加

か

藤
とう

靖
やすし

隊長は「このイベントをきっか
けに坂井市を愛する心を持ってほしい」などと意気
込みを語りました。なお、愛Bリーグ加盟団体の東海・
北陸支部全16団体が参加を予定しています。

催日が決定
B-1グランプリin坂井開

▲決定日を発表。参加団体については過去グランプリに輝
　いている団体にも呼びかけていく

3
　平成25年度から進めてきた「三国湊町家活用プロ
ジェクト」の完成を記念し、グランドオープンセレ
モニーを下新公園で行いました。式典には西

にし

川
かわ

一
いっ

誠
せい

県知事など関係者約250人が出席。三國會所の大
やま

和
と

久
く

米
め

登
と

理事長は「みなさんのおかげで今日という日
を迎えることができた。今後も多くの人に応援をお
願いしたい」とあいさつを行いました。

3月19日(土)

年間の集大成
三国の空き家を利活用

▲グランドオープンセレモニーでのテープカット。女優の　
　竹

た け

下
し た

景
け い

子
こ

さんら8人が参加した

　

平
成
30
年
に
福
井
県
で
「
国

民
体
育
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
４
月
号
か
ら
〝
国
体
さ
か

い
・
ス
マ
イ
ル
通
信
〞
と
し
て

「
国
民
体
育
大
会
」
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

▼
国
民
体
育
大
会

　
「
国
民
体
育
大
会
」（
略
称
＝

国
体
）
と
は
、
わ
が
国
最
大
の

国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
こ
と

で
す
。
終
戦
後
の
荒
廃
と
混
乱

の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

国
民
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
よ

う
と
、
京
都
を
中
心
と
し
た
京

阪
神
地
域
で
第
１
回
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
21
年
の

第
３
回
大
会
か
ら
各
都
道
府
県

持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
秋
の
「
本
大
会
」
と

冬
の
「
冬
季
大
会
」
競
技
得
点

の
合
計
を
競
う
都
道
府
県
対
抗

方
式
で
行
わ
れ
、
男
女
総
合
成

績
第
１
位
の
都
道
府
県
に
天
皇

杯
が
、
女
子
総
合
成
績
第
１
位

の
都
道
府
県
に
皇
后
杯
が
授
与

さ
れ
ま
す
。

　

福
井
県
で
は
、
２
年
後
の
国

体
の
愛
称
を
「
福
井
し
あ
わ
せ

元
気
国
体
」
と
し
て
い
ま
す
。

▼
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、
国
体
終
了
後
に
国
体
の
開

催
県
で
行
わ
れ
る
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
的
な
祭
典
で

す
。
障
が
い
の
あ
る
選
手
が
、

競
技
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、

国
民
の
障
が
い
の
あ
る
人
々
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
が
い

の
あ
る
人
々
の
社
会
参
加
の
推

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

福
井
県
で
は
、
こ
の
大
会
の

愛
称
を
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気

大
会
」
と
し
て
い
ま
す
。

▼
国
体
に
参
加
し
よ
う

　

国
民
体
育
大
会
に
は
す
べ
て

の
人
が
参
加
で
き
ま
す
。
選
手

と
し
て
競
技
に
出
場
す
る
ほ
か
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
広
く

親
し
ま
れ
て
い
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
（
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
）
に

参
加
し
た
り
、
会
場
に
応
援
に

行
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
坂
井
市
で
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
国
体
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
笑
顔
と
お
も
て
な

し
の
心
で
国
体
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

国民体育大会とは～福井国体～
福井県で 50年ぶりとなる国民体育大会が開催されることが決定しました。
国体って何？どんなことするの？国体や、国体に向けた取り組みを紹介します。

国　体 さ か い

▲国民体育大会のマーク▲昭和43年福井国体での入場行進

▲坂井市で開催される全国障害者スポーツ大会の正式
　競技「フライングディスク」(平成25年長崎大会)

▲福井国体での選手宣誓

現
3月29日(火)

役世界チャンピオンが
圧巻のパフォーマンス

　フリースタイルフットボール現役世界チャンピ
オンのA

あ れ っ ぐ

LEG-Re(山
やま

本
もと

佳
よし

史
ひと

さん・守
もり

島
しま

裕
ゆう

二
じ

さん)が、
春江中コミュニティセンターでパフォーマンスを披

露しました。子ど
もたちの視線を一
身に浴びながら、
次々に大技を成功
させ、会場は大盛
り上がり。即興の
リフティング指導
も行われ、子ども
たちに夢を持つ大
切さを間近で伝え
ていました。

▲D
だ い す け

AISUKEさんの
　大迫力のトリック
　アートとのコラボ
　レーション



市民の皆さんの生活に直結する制度
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▲坂本市長に目録を手渡す栗田社長。　
　防犯ブザーの寄贈は今年で12回目

　福井エフエム放送(株)より防犯ブ
ザーセット890個を寄贈いただきま
した。栗

く り

田
た

剛
た け

夫
お

代表取締役社長が目
録を坂

さ か

本
も と

市長に手渡し、「子どもた
ちの安心・安全に役立ててほしい」
と話しました。防犯ブザーは4月に
市内小学校に入学した新1年生全員
に配布されます。

　北
き た

野
の

雅
ま さ

彦
ひ こ

さん(坂井町五本)より自
宅に保管されていた丸型ポストを寄
贈いただきました。北野さんは「少
し寂しい気もするが、市民の皆さん
にたくさん使用してもらえれば」と
笑顔で話していました。ポストは市
役所正面玄関に設置され、4月1日
から使用されます。

福井エフエム放送(株)が
防犯ブザーを寄贈

3月29日(火)

丸型ポストを寄贈
3月30日(水)

▲生き物、産業、キャリア教育関係の
　児童本が贈呈された

▲朱色に塗り直されたポストに、感激
　する北野さん

　北陸労働金庫金津支店の地域推進
委員会より児童本20冊を寄贈いただ
きました。藤

ふ じ

井
い

良
りょう

太
た

推進委員長から
川
か わ

元
も と

教育長へ目録が贈呈されました。
教育長は「子どもが興味深く楽しめ
る本をいただき、ありがとうござい
ます。」と感謝を述べました。

北陸労働金庫から児童本を寄贈
3月10日(木)

●問い合わせ　生涯学習スポーツ課　50-3162

新しい知識と教養を身に付けませんか
「坂井市成人大学」の受講生を募集

第
8
期
と
な
る
坂
井
市
成

人
大
学
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
歴
史
や
健

康
、
科
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
講
義
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
機
会
に
、
知
識
や
教
養
の
幅

を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

実
施
時
期

　

5
月
～
29
年
2
月(

全
10
回)

会

　場

　

高
椋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

い
ね
す
な
ど

定

　員　

1
5
0
人

受
講
料　

年
間
3
，
0
0
0
円

※
第
１
回
時
に
納
入
と
な
り
ま
す

※
研
修
に
は
、
別
途
参
加
費
が
必

　

要
で
す

申
込
方
法

　

4
月
28
日(

木)

ま
で
に
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い

回 と　き 内　容

第1回 5月14日(土)
○開講式
講義　「丸岡城について」
講師　宮

み や

本
も と

   久
ひさし

氏
第2回 6月18日(土) 1日研修 「敦賀赤レンガ倉庫・小浜の寺社を巡る」

第3回 7月16日(土)
講義　「環境問題のうそ・ほんと」
講師　辰

た つ

巳
み

  佳
よ し

次
つ ぐ

氏(福井工業大学 准教授)

第4回 8月20日(土)

「くちなし忌」(中
なか

野
の

重
しげ

治
はる

を偲
しの

ぶつどい)記念講演
講演① 「中野重治と浜口國男」
講師　 井

い

崎
ざ き

  外
と

枝
し

子
こ

氏
講演② 「「歌のわかれ」に描かれた金沢と描かれ　
　　　なかった金沢」
講師　 小

こ

林
ばやし

  弘
ひ ろ

子
こ

氏

第5回
9月22日(木・祝)

23日(金)
宿泊研修(上田、長野、小布施方面)

「大河ドラマ」ゆかりの地を巡る旅

第6回 10月22日(土)
講義　「高齢者の科学遊びⅡ」
講師　川

か わ

本
も と

　昂
あきら

氏(元福井高専教授)

第7回 11月(未定) 講演　小
こ

葉
ば

田
だ

淳
あつし

記念文庫歴史講演会

特別講演 12月3日(土) 講演　生涯学習講演会

第8回 12月17日(土) 講義　冬を乗り切る健康体操講座
講師　漆

うるし

崎
ざ き

　由
ゆ

美
み

氏

第9回 1月21日(土)
講義　「口腔の役割と口腔ケア」
講師　松

ま つ

田
だ

  慎
し ん

平
ぺ い

氏(福井大学医学部助教)

第10回 2月18日(土)
講義　「郷土の歴史」
講師　松

ま つ

浦
う ら

  義
よ し

則
の り

氏(福井大学名誉教授) 
○閉講式

※期日は予定ですので、変更する場合があります

講座の内容

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
が
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
市
で
は
人
間

ド
ッ
ク
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
に
１
回
は
健
診
な
ど
を
受
け
て
、

体
の
状
態
を
確
認
し
て
、
健
康
な

1
年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間

　

5
月
1
日(

日)
　
　

～
29
年
2
月
28
日(

火)

申
込
期
間

　

4
月
20
日(
水)

　
　

～
10
月
31
日(
月)

申
込
方
法

①
健
康
長
寿
課
、
各
支
所
に
電
話

　

や
窓
口
で
申
し
込
む

②
下
記
一
覧
を
見
て
、
希
望
の
医

　

療
機
関
へ
直
接
予
約
す
る

③
予
約
内
容
を
健
康
長
寿
課
、
各

　

支
所
に
電
話
で
伝
え
る

④
受
診
予
約
日
の
１
カ
月
程
前
に

　

受
診
券
が
自
宅
に
届
く

⑤
保
険
証
、
受
診
券
、
個
人
負
担

　

金
を
持
っ
て
受
診
す
る

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
と
、

　

市
が
行
う
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク

　

や
特
定
健
診
お
よ
び
後
期
高
齢

　

者
健
診
の
重
複
受
診
は
で
き
ま

　

せ
ん

●問い合わせ　健康長寿課(保険年金)　50-3031

後期高齢者人間ドックは４月20日(水)申し込み受付開始
申し込み期間は 10 月末まで

所在地 医療機関名 電話番号
1日人間ドック 2日人間ドック 脳ドック 1日ドック +脳 2日ドック +脳

男　性 女　性 男　性 女　性 男　性 女　性 男　性 女　性 男　性 女　性

三国
市立三国病院 82-0480 12,440 33,770 8,700 38,140 60,770

宮﨑病院 82-1002 13,200 6,500 24,000 34,800

丸岡

中瀬整形外科医院 67-3777 9,000

ヒガシ内科医院 66-1054 10,700 10,200

藤田神経内科病院 67-1120 9,800 9,800 29,400

春江 春江病院 51-0029 13,000 30,000 9,000 28,000 45,000

あわら 木村病院 73-3323 12,060 17,520 30,480 40,200

福井

福井総合クリニック 25-8260 12,300 14,000 35,880 11,400 41,000 44,000 65,880

済生会病院 28-8513 14,388 33,308
★

36,548
★ 18,708 52,188 71,108

★
74,348
★

労働衛生センター 25-2206 10,460 12,720 29,400 36,960 12,340 18,600 36,960 44,520 61,800 69,360

福井赤十字病院 36-3667 14,388 17,628 46,788 50,028

福井循環器病院 54-5660 14,280 17,520 36,960

光陽生協クリニック 24-3310 11,830 17,430 19,700 27,800

福井厚生病院 41-7130 14,280 34,800 13,200 46,680 65,580

福井県予防医学協会 23-2777 12,000 13,000

福井県立病院 57-2920 14,280 17,520 45,130 48,370

県民健康センター 98-8003 14,280 17,520

つくしの病院 55-1800 15,000

松原病院 22-3717 9,800

★済生会病院の2日人間ドック・2日ドッグ+脳は、宿泊がない「通いコース」です
※医療機関によって検査項目が多少異なります。詳しくは市ホームページまたは健康長寿課までお問い合わせください
※国民健康保険の人間ドック助成については、広報さかい3月号お知らせ版に掲載しています

医療機関・健診の種別と自己負担金一覧		 	 	 	 	 	 　　　　　　　単位(円)



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。

1415 平成 28 年 　月号平成 28 年 　月号 44

65歳 昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生の人

70歳 昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生の人

75歳 昭和16年4月2日～昭和17年4月1日生の人

80歳 昭和11年4月2日～昭和12年4月1日生の人

85歳 昭和6年4月2日～昭和7年4月1日生の人

90歳 大正15年4月2日～昭和2年4月1日生の人

95歳 大正10年4月2日～大正11年4月1日生の人

100歳 大正5年4月2日～大正6年4月1日生の人

妊
婦
と
胎
児
を
風
し
ん

か
ら
守
る
た
め
、
風

し
ん
予
防
接
種
費
用

を
一
部
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

今
後
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希

　

望
す
る
女
性
で
、
風
し
ん
抗

　

体
価
が
低
い
人

　
「
妊
婦
健
診　

初
期
血
液
検

　

査
」の
風
し
ん
抗
体
価
が
低

　

い
妊
婦
と
同
居
し
て
い
る
家

　

族
の
う
ち
風
し
ん
抗
体
価
が

　

低
い
人

※
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

　

が
条
件
に
な
り
ま
す

助
成
額

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

　

ン
接
種　
　

５
，
０
０
０
円

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
接
種　

　
　
　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

※
一
人
１
回
の
み
助
成

対
象
と
な
る
接
種
期
間

　

４
月
１
日(

金)　

　
　

～
29
年
3
月
31
日(

金)

助
成
方
法　

①
助
成
対
象
者
に
該
当
す
る
か

　

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
風
し
ん
抗
体
価
が
分
か
ら
な

　

い
場
合
、
抗
体
検
査
が
必
要

妊婦と胎児を守るために
風しん予防接種費用を一部助成します

●問い合わせ　健康長寿課(健康増進)　50-3067

　

で
す

②
接
種
後
、
医
療
機
関
の
窓
口

　

で
接
種
費
用
を
全
額
お
支
払

　

い
く
だ
さ
い
。

③
健
康
長
寿
課
へ
助
成
申
請
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
額
分
を
後
日
指
定
の
口

　

座
に
振
り
込
み
ま
す

申
請
書
類　

　

風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成
金

　

交
付
申
請
書
兼
請
求
書

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

　
（
風
し
ん
予
防
接
種
分
と
分
か

　

る
も
の
）

　

予
防
接
種
を
受
け
た
方
の
風

　

し
ん
抗
体
価
が
「
低
い
」
と

　

証
明
で
き
る
も
の

　

妊
婦
の
同
居
家
族
が
予
防
接

　

種
を
受
け
る
場
合
は
、
母
子

　

健
康
手
帳
、
妊
婦
の
風
し
ん

　

抗
体
価
が
「
低
い
」
と
証
明

　

で
き
る
も
の

　

振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
も

　

の（
通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

　

ド
な
ど
）

　

申
請
者
の
印
鑑

申
請
場
所

　

健
康
長
寿
課(

健
康
増
進)

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予

防
接
種
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。
予
防
接

種
の
助
成
対
象
者
に
は
、
３
月

下
旬
に
通
知
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

※
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
接
種

　

し
て
く
だ
さ
い

対
象
と
な
る
接
種
期
間

　

４
月
１
日(

金)　

　
　

～
29
年
3
月
31
日(

金)

接
種
方
法　

①
医
療
機
関
一
覧
表
を
確
認
の

　

上
、
予
約
が
必
要
な
医
療
機

　

関
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
予

　

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
協
力
医
療
機
関
以
外
で
の
接

高齢者肺炎球菌の
予防接種の費用を助成します

●問い合わせ　健康長寿課(健康増進)　50-3067

　

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　

接
種
前
に
健
康
長
寿
課
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

②
郵
送
し
た
通
知
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
通
知
書
・
自

　

己
負
担
金
・
健
康
保
険
証
を

　

持
っ
て
接
種
医
療
機
関
窓
口

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額

　
　
　
　
　
　

４
，
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
員
は
無
料

※
協
力
医
療
機
関
以
外
で
の
接

　

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　

一
旦
接
種
料
金
を
全
額
医
療

　

機
関
に
お
支
払
い
下
さ
い
。

　

後
日
申
請
に
よ
り
、
助
成
額

　

分
を
振
り
込
み
ま
す

助成対象者
①28年度に下記年齢になる人

※上記対象者へは通知書を送付しています　
②60歳～64歳で心臓・腎臓・呼吸器の機能やヒト免疫
　不全ウイルスによる免疫機能の障がいを持つ身体障害
　者１級程度の人
※②の対象者には通知書は届きません。接種前に健康長
　寿課にお問い合わせください

市
議
会
定
例
会
が
２
月
23
日

(

火)

か
ら
３
月
22
日(

火)

ま
で
開
か
れ
、
一
般
・
特

別
・
公
営
企
業
会
計
の
27
年
度
補
正

予
算
や
28
年
度
当
初
予
算
、
条
例
の

制
定
や
一
部
改
正
な
ど
34
議
案
を
審

議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
承
認
２
件
、
同
意
1
件
、

諮
問
3
件
を
承
認
・
同
意
な
ど
と
し
、

請
願
1
件
を
採
択
し
、
発
議
２
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
予
算

▽
病
院
事
業
会
計
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
円

▽
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

　

付
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　

２
億
５
，
１
２
２
万
円

主
な
議
案

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

▽
坂
井
市
米
の
消
費
拡
大
等
の
推
進

　

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●問い合わせ　議会事務局　50-3001

市議会3月定例会
27年度一般会計約2億7千万円などを補正

3月補正予算
( )内は補正後の額　千円以下は四捨五入

一般会計
△9,970万円

(380億1,580万円)

特別会計
1億6,505万円

(107億6,554万円)

公営企業会計
△3億4,053万円

(118億1,331万円)

合　計
△2億7,518万円

(605億9,465万円)

任
意
予
防
接
種
で
あ
る「
お

た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
」

に
つ
い
て
、
費
用
を
一
部

助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
に
住
所
の
あ
る
満
１
歳
～
小
学

校
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
額

　
　
　
　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

※
接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
を
下

　

回
る
場
合
は
実
経
費
分

※
一
人
１
回
の
み
助
成

助
成
方
法

①
助
成
ハ
ガ
キ
を
１
歳
の
誕
生
日
の

　

前
月
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

②
助
成
期
間
中
に
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ

　

れ
て
い
る
指
定
医
療
機
関（
市
内
）

　

に
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
接
種
料
金
か
ら
助
成
額
を
差
し
引

　

い
た
金
額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
ハ
ガ
キ
が
な
い
と
助
成
を
受

　

け
る
事
が
で
き
ま
せ
ん

おたふくかぜ予防接種の
費用を一部助成します

●問い合わせ　健康長寿課(健康増進)　50-3067

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、

合
併
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
る

の
で
、
予
防
接
種

が
重
要
だ
よ
。

まるおか子供歌舞伎に出演しませんか
活動を支えるボランティアスタッフも募集

●問い合わせ　(公財)丸岡文化財団　67-5100

「
ま

る
お
か
子
供
歌
舞
伎
」
で

は
、
11
月
の
公
演
に
向
け

て
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
歌
舞
伎
の
演
出
家
か
ら
演
技

指
導
が
あ
る
の
で
、
初
め
て
の
人
で

も
安
心
で
す
。

対

　象　

　

市
内
通
学
の
小
学
１
年
～
6
年
生

要

　件　

・
11
月
の
公
演
ま
で
休
ま
ず
稽
古
に

　

参
加
で
き
る
こ
と

・
家
族
が
送
迎
で
き
る
こ
と

・
保
護
者
が
稽
古
や
公
演
の
準
備
に

　

参
加
で
き
る
こ
と

練
習
日

・
毎
月
２
回(

土
・
日
曜
日
、
祝
日)

  

夏
休
み
の
集
中
稽
古(

約
１
週
間)

・
本
番
１
週
間
前
の
舞
台
稽
古

練
習
場
所　

　

市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

募
集
人
数　

10
人
程
度

※
高
校
生
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

　

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
お

　

気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

申
込
方
法　

　

４
月
30
日(

土)

ま
で
に
左
記
へ

　

(

公
財)

丸
岡
文
化
財
団

　
　

67

－

５
１
０
０　

　
　

67

－

４
７
４
７

　
　

bunka@
m

x2.fctv.ne.jp

・

・・・・

・ ・・・・・



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。

高椋西部コミュニティセンター　　　
　　ところ　丸岡町舟寄110-15-1　 66-0047　　
　　センター長　細

ほそ

江
え

　輝
てる

久
ひさ

　　センター職員　東
ひがし

　孔
く

美
み

子
こ

浜四郷コミュニティセンター　　　
　　ところ　三国町下野58-16 　81-3001
　　センター長　小

こば

林
やし

　敏
とし

彦
ひこ

　　センター職員　篠
しの

崎
ざき

　史
ちか

子
こ

・十
じゅう

良
ろう

　美
み

千
ち

代
よ

▲約1時間、参加者が和気あいあいと
　様々なニュースポーツを体験します

1617 平成 28 年 　月号平成 28 年 　月号 44

坂井市防災 情報メール
　防犯、防災、感染症情報などをＥメール
で携帯電話にお知らせするサービスだよ。
情報は全８種類。みんな登録してね。
　  安全対策課　 50-3525

QRコードか
ら

アクセスして
、

簡単登録！

ボートレース三国からのお知らせ
　　●問い合わせ　

越前三国競艇企業団　77-3131

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
三
国
で

は
開
催
さ
れ
た
す
べ

て
の
レ
ー
ス
の
売
上

金
の
う
ち
、
75
％
は
レ
ー
ス
に

投
票
し
た
的
中
者
へ
払
い
戻
し

さ
れ
ま
す
。
残
り
の
25
％
の
売

上
金
か
ら
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
法

定
経
費
な
ど
を
差
し
引
い
た
金

額
が
、
収
益
金
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
昨
年
度
、
そ
の
収

益
金
の
う
ち
５
，
０
０
０
万
円

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
競

艇
事
業
収
入
は
、
今
後
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、「
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
」
は
、

平
成
28
年
4
月
１
日
よ
り
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
を
受

け
、「
越
前
三
国
競
艇
企
業
団
」

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

が
ん
検
診
受
診
の
き
っ

か
け
作
り
の
た
め
に
、

血
液
中
ア
ミ
ノ
酸
濃

度
測
定
検
査
の
費
用
を
一
部
助

成
し
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
の

た
め
に
、
助
成
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者︵
す
べ
て
該
当
︶

①
20
歳
以
上
の
人

②
検
査
日
に
お
い
て
市
内
に
住

　

所
を
有
す
る
人

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

④
当
該
年
度
に
お
い
て
助
成
を

　

受
け
て
い
な
い
人

申
請
期
間

　

4
月
1
日（
金
）

　
　

～
29
年
4
月
14
日（
金
）

申
請
先

　

健
康
長
寿
課(

健
康
増
進)

　

血液検査によるがん検診
血中アミノ酸濃度測定検査費用の一部を助成

■実施医療機関
医療機関名 電話番号 検査種類 助成額

三国
三国病院 82-0480 男性５種検査

（胃、肺、大腸、前立腺、膵臓がん）

女性６種検査
（胃、肺、大腸、乳、子宮・卵巣、
膵臓がん）

6,000円宮﨑病院 82-1002

春江 春江病院 51-1503

※検査の内容や予約は、各医療機関にお問い合わせください

春江坂井学校給食センターの臨時職員を募集
申し込み締め切りは4月27日(水)

●問い合わせ　春江坂井学校給食センター　 51-6868

	職　種 資　格 勤　務 人員 給　与
※

業務内容

調理師 調理師免許 1日7時間45分の週５日 5人  月額
 139,500円 給食調理

調理員 不問

1日6時間45分の週5日
7:30 ～15:15(休憩含む)
(学校の休業中を除く)

2人  時給800円

調理補助
食器洗浄

4時間または4時間30分の週5日
7:30 ～12:00の間
(学校の休業中を除く)

調理補助

1日2時間の週5日
13:30 ～15:30
(学校の休業中を除く)

食器洗浄

※給与が月額の場合、賞与が有ります。その他の手当などについてはお問い合わせください

春
江
坂
井
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
募

集
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

勤
務
地

　

春
江
坂
井
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー(

春
江
町
為
国)

採
用
期
間

　

29
年
3
月
31
日
ま
で

※
更
新
を
行
う
場
合
あ
り

申
込
締
切

　

4
月
27
日(

水)

申
込
方
法

　

電
話
で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

健
康
の
た
め
に
運
動
し

た
い
け
ど
、
難
し
い

ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る

の
は
ち
ょ
っ
と
…
」と
思
っ
て

い
る
人
、
必
見
で
す
。

　

年
齢
性
別
関
係
な
く
、
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
「
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
」
で
、
参
加
者
同
士

楽
し
く
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
普
段
か
ら
運

動
不
足
で
お
悩
み

の
人
や
、
誰
か
と

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ

で
楽
し
み
た
い
と

い
う
人
は
、
ぜ
ひ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
で

気
軽
に
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

誰にでもできる「ニュースポーツ」で楽しく健康・体力づくり
「スポレッシュ教室」に参加しませんか

●問い合わせ　生涯学習スポーツ課　50-3162　 gakusyu@city.fukui-sakai.lg.jp　

スポーツ+リフレッシュ＝スポレッシュ

スポレッシュ教室について

と　き　5月18日～11月30日の
　　　　毎週水曜日(全22回)
　　　　19:30 ～20:45
　　　　※8月、10月5日、11月
　　　　　 23日は休み
ところ　春江体育館
対　象　小学4年生以上
　　　　※小学生は保護者同伴
参加費　中学生以下　　800円
　　　　高校生以上　1,850円
　　　　65歳以上　   1,200円
　　　　※年間保険料として
申込方法　電話やメールで問い合せ先
　　　　まで。当日会場での申し込
　　　　みもできます　

　私たち坂井市スポーツ推進員が、
皆さんにいろんなニュースポーツ
を教えます。ルールが簡単で道具
も使いやすいので、誰でもすぐに
のめり込みますよ!

「

▲スティックリング

▲ドッジビー

▲ビーチボール

■
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

　

県
無
形
民
俗
文
化
財
の
舟
寄

踊
で
有
名
な
舟
寄
区
に
立
地
し

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
高
椋

小
学
校
舟
寄
分
校
跡
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
は
身
近
で
な
じ
み
の
深
い
施

設
で
す
。

■
セ
ン
タ
ー
の
マ
ル
秘
情
報

　

毎
月
第
１
月
曜
日
の
午
前
中

は「
い
っ
ぷ
く
茶
屋
」
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
ち
ょ
っ
と
一
服

し
ま
せ
ん
か
。

■
セ
ン
タ
ー
の
特
徴　

　

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
産
地
と
し
て

全
国
に
も
名
高
い
三
里
浜
を
有

す
る
浜
四
郷
地
区
。
広
い
農
地

に
囲
ま
れ
て
お
り
、
穏
や
か
で

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
あ
る
セ

ン
タ
ー
で
す
。

■
セ
ン
タ
ー
の
マ
ル
秘
情
報

　

地
区
の
区
長
さ
ん
や
ま
ち
協

の
役
員
さ
ん
は
、
皆
さ
ん
カ
ラ

オ
ケ
が
大
好
き
！
宴
会
な
ど
の

席
で
は
、
マ
イ
ク
を
離
さ
な
い

人
が
多
い
で
す
。

■
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
一
言

　

ゆ
る
や
か
な
時
間
が
流
れ
る
、

の
ど
か
で
小
さ
な
セ
ン
タ
ー
で

す
が
、結
構
地
域
の
お
役
に
立
っ

て
い
ま
す
。
ま
ち
の
ホ
ッ
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
、
ゆ

る
～
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
一
言

　

と
て
も
立
ち
寄
り
や
す
い
セ

ン
タ
ー
な
の
で
、
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
将

来
の
浜
四
郷
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
し
ょ
う
。

▲コシヒカリのふるさとにぜひ
　お越しください！

▲和気あいあいとまちづくりに
　励んでいます！

●問い合わせ　健康長寿課(健康増進)　50-3067



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。
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●問い合わせ　職員課　50-3011

坂
井
市
版
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

で
の
人
口
減
少
対
策
な
ど

の
た
め
業
務
横
断
的
な
担
当
部
署
と

し
て
総
合
政
策
部
を
新
設
し
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
室
を「
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
推
進
課
」
と
し
て
強
化
す

る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
事
業

や
婚
活
事
業
と
併
せ
て
女
性
の
活
躍

推
進
を
図
る
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
内
に
「
女
性
活
躍
推
進
室
」
を
、

本
庁
舎
な
ど
の
施
設
建
設
に
向
け
て

監
理
課
内
に
「
庁
舎
整
備
推
進
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
に
行
う

た
め
生
活
環
境
部
・
福
祉
保
健
部
を

「
市
民
福
祉
部
」
に
統
合
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
福
祉
課
・
健
康
増
進
課
・

保
険
年
金
課
を
統
合
し
「
健
康
長
寿

課
」
を
、
生
活
保
護
・
生
活
困
窮
や

子
育
て
な
ど
の
多
様
な
相
談
窓
口
と

し
て
社
会
福
祉
課
内
に
「
福
祉
総
合

相
談
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
務
を
効
率
的
・
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め「
農
業
振
興
課
」

と
「
林
業
水
産
振
興
課
」
に
再
編
し
、

環
境
推
進
課
を
産
業
環
境
部
に
移
管

し
ま
し
た
。

　

上
下
水
道
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
経
営
効
率
化
を
図
る
た
め
総
務
経

理
課
と
整
備
課
を
統
合
し
、
建
設
部

内
に
「
上
下
水
道
課
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

各
総
合
支
所
は
各
支
所
と
し
「
地

域
振
興
課
」
一
課
体
制
と
し
て
、
従

来
ど
お
り
市
民
に
直
結
し
た
窓
口
業

務
を
行
い
ま
す
。

■
市
長
部
局
・
教
育
部
局

【
部
長
級
】	

総
務
部
長　

釣
部
桂
司
▽
総
合
政
策
部

長　

小
谷
嘉
郎
▽
財
務
部
長　

宮
本
寿

雄
▽
財
務
部
技
監
兼
営
繕
課
長　

藤
野

博
文
▽
市
民
福
祉
部
長　

渡
邉
雅
彦
▽

産
業
環
境
部
長　

鍋
嶋
正
和
▽
建
設
部

長　

瀬
戸
和
行
▽
議
会
事
務
局
長　

西

英
幸

【
次
長
級
】

総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長　

吉
川
誠
一

▽
総
合
政
策
部
特
命
監
兼
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
推
進
課
長　

林
利
夫
▽
財
務
部
次

長
兼
財
政
課
長　

大
崎
直
昭
▽
財
務
部

次
長
兼
監
理
課
長　

三
田
正
博
▽
市
民

福
祉
部
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長　

髙
倉

勇
治
▽
市
民
福
祉
部
次
長
兼
健
康
長
寿

課
長　

酒
井
眞
理
子
▽
市
民
福
祉
部
次

長
兼
子
育
て
支
援
課
長　

武
田
昭
裕
▽

産
業
環
境
部
次
長
兼
農
業
振
興
課
長

南
出
繁
和
▽
建
設
部
次
長
兼
建
設
課
長

兼
高
速
交
通
対
策
室
長　

林
宏
▽
建
設

部
次
長
兼
上
下
水
道
課
長　

佐
藤
裕
之

▽
会
計
管
理
者　

小
林
徹
郎
▽
議
会
事

務
局
次
長　

齊
藤
孝
子
▽
三
国
支
所
長　

岩
田
利
之
▽
丸
岡
支
所
長　

江
澤
正
隆

▽
春
江
支
所
長　

前
川
俊
弘
▽
監
査
委

員
事
務
局
長　

木
下
和
憲
▽
三
国
病
院

事
務
局
長　

村
上
和
則
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
審
議
監　

林
晃
司
▽
教
育

委
員
会
事
務
局
次
長
兼
教
育
総
務
課
長　

中
嶋
静
子
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

兼
国
体
推
進
課
長　

長
谷
川
芳
明
▽
教

育
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
文
化
課
長
兼

丸
岡
城
国
宝
化
推
進
室
長　

五
十
嵐
伸

雄
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
坂
井

市
立
図
書
館
長　

早
水
雅
章

【
課
長
級
】

安
全
対
策
課
長　

三
上
哲
郎
▽
秘
書
広

報
課
長　

松
本
隆
▽
行
政
経
営
課
長

杉
田
雅
博
▽
企
画
情
報
課
長　

浦
井
勝

巳
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

庄
納
俊

明
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
女
性
活
躍
推

進
室
長　

髙
橋
サ
ヨ
子
▽
監
理
課
庁
舎

整
備
推
進
室
長　

鈴
木
克
弘
▽
工
事
検

査
課
長　

岡
﨑
青
史
▽
課
税
課
長　

西

川
仁
文
▽
納
税
課
長  

五
十
嵐
一
夫
▽

納
税
課
税
外
債
権
管
理
室
長　

小
川
雅

惠
▽
社
会
福
祉
課
福
祉
総
合
相
談
室
長　

山
元
智
英
美
▽
市
民
生
活
課
長　

上
野

清
美
▽
林
業
水
産
振
興
課
長　

吉
田
敬

司
▽
観
光
産
業
課
長　

八
杉
茂
樹
▽
環

境
推
進
課
長　

下
妃
桃
美
▽
都
市
計
画

課
長　

稲
葉
進
▽
会
計
課
長　

伊
藤
嘉

美
▽
三
国
支
所
次
長
兼
地
域
振
興
課
長　

濱
中
妃
史
▽
丸
岡
支
所
次
長
兼
地
域
振

興
課
長　

白
﨑
正
博
▽
春
江
支
所
次
長

兼
地
域
振
興
課
長　

岡
弘
和
▽
坂
井
支

所
長
兼
地
域
振
興
課
長　

伊
藤
正
則
▽

監
査
委
員
事
務
局
次
長　

髙
倉
佐
登
美

▽
三
国
病
院
事
務
局
副
局
長　

古
道
孝

佳
▽
学
校
教
育
課
長　

由
川
直
樹
▽
三

国
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

針
谷
喜

代
子
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

矢

尾
昭
宏
▽
み
く
に
龍
翔
館
長　

土
居
孝

弘
▽
春
江
図
書
館
長　

渡
邊
景
子

【
参
事
級
】

総
務
課　

奥
出
敏
文
▽
職
員
課　

小
川

宣
成
▽
行
政
経
営
課　

浦
健
一
郎
▽
ま

ち
づ
く
り
推
進
課　

古
川
敬
一
▽
財
政

課　

吉
村
未
佳
子
▽
同　

高
倉
邦
央
▽

監
理
課　

細
川
武
▽
同
庁
舎
整
備
推
進

室　

中
林
実
▽
営
繕
課　

林
田
裕
治
▽

課
税
課　

水
嶋
雅
江
▽
納
税
課　

髙
田

八
千
代
▽
社
会
福
祉
課　

井
上
純
子
▽

同　

上
中
俊
英
▽
同
福
祉
総
合
相
談
室　

半
田
信
哉
▽
健
康
長
寿
課　

髙
嶋
妙
子

▽
同　

木
村
弘
美
▽
同　

栗
原
紀
▽
同

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

千
秋

久
美
子
▽
子
育
て
支
援
課　

長
谷
川
秀

夫
▽
市
民
生
活
課　

東
山
義
昭
▽
農
業

振
興
課　

森
瀬
明
彦
▽
同　

南
出
直
樹

▽
同　

三
上
寛
司
▽
同　

地
籍
調
査
室

長　

佐
賀
雅
治
▽
観
光
産
業
課　

斉
藤

俊
之
▽
建
設
課　

北
出
泰
章
▽
同
高
速

交
通
対
策
室　

池
本
成
輝
▽
上
下
水
道

人事異動と機構改革をお知らせします①
組織は6部30課6室に　異動者は458人　

課　

石
田
雅
夫
▽
同　

島
田
順
子
▽
三

国
支
所
地
域
振
興
課　

吉
江
辰
史
郎
▽

同　

小
針
慶
子
▽
同　

津
田
金
也
▽
丸

岡
支
所
地
域
振
興
課　

佐
藤
勇
次
▽
同　

南
出
俊
生
▽
春
江
支
所
地
域
振
興
課

西
端
睦
▽
同　

高
谷
竜
治
▽
同　

矢
尾

雅
代
▽
三
国
病
院
事
務
局　

豊
田
雅
樹

▽
学
校
教
育
課　

西
泰
秀
▽
春
江
坂
井

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

小
林
英
紀

▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

中
田
誠
一

郎
▽
国
体
推
進
課　

大
田
仁
美
▽
同

村
中
秀
也
▽
文
化
課　

西
川
し
の
ぶ
▽

同
丸
岡
城
国
宝
化
推
進
室　

下
口
栄
子

▽
三
国
図
書
館　

天
井
和
峰
▽
丸
岡
図

書
館　

山
田
尚
子

【
課
長
補
佐
級
】

総
務
課　

伊
東
和
紀
▽
職
員
課　

髙
橋

奈
美
江
▽
秘
書
広
報
課　

中
田
誠
▽
企

画
情
報
課　

半
澤
宏
一
▽
同　

長
谷
川

正
広
▽
同　

谷
根
康
弘
▽
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
推
進
課　

北
川
直
規
▽
ま
ち
づ
く

り
推
進
課　

大
西
由
紀
雄
▽
同
女
性
活

躍
推
進
室　

青
池
香
織
▽
監
理
課　

河

原
勲
▽
営
繕
課　

佐
々
木
祥
之
▽
課
税

課　

向
川
嘉
宏
▽
納
税
課
税
外
債
権
管

理
室　

神
尾
美
由
紀
▽
健
康
長
寿
課

佐
藤
登
代
美
▽
同　

栗
原
耕
▽
同　

矢

尾
友
樹
▽
同
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

村
中
順
子
▽
同　

鳥
山
貴
子

▽
子
育
て
支
援
課　

島
津
久
美
子
▽
同　

竹
中
雅
美
▽
市
民
生
活
課　

小
川
明
美

▽
農
業
振
興
課　

長
谷
川
義
裕
▽
同
地

籍
調
査
室　

伊
藤
剛
成
▽
林
業
水
産
振

興
課　

島
野
大
司
▽
観
光
産
業
課　

松

本
悦
子
▽
同　

佐
藤
弘
治
▽
環
境
推
進

課　

竜
田
麻
紀
▽
同　

細
川
秀
樹
▽
都

市
計
画
課　

北
林
周
記
▽
上
下
水
道
課　

三
寺
武
人
▽
同　

吉
川
弘
志
▽
三
国
支

所
地
域
振
興
課　

南
口
卓
嗣
▽
同　

中

田
英
理
子
▽
丸
岡
支
所
地
域
振
興
課

三
田
村
香
富
代
▽
同　

巻
田
理
恵
子
▽

同　

髙
橋
秀
美
▽
春
江
支
所
地
域
振
興

課　

結
城
真
奈
美
▽
坂
井
支
所
地
域
振

興
課　

竹
内
正
敏
▽
監
査
委
員
事
務
局　

高
倉
尚
美
▽
三
国
病
院
事
務
局　

高
間

由
美
子
▽
教
育
総
務
課　

浦
利
枝
▽
学

校
教
育
課　

水
﨑
直
美
▽
同　

 

三
上
幹

代
▽
春
江
坂
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

坪
内
亜
由
美
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

小
嶋
馨
▽
同　

宇
野
正
昭
▽
国
体
推
進

課　

綿
谷
典
子
▽
同　

阪
本
綾
子
▽
同　

新
家
秀
一
▽
同　

半
田
里
美
▽
文
化
課　

酢
原
佳
実
▽
同
み
く
に
龍
翔
館　

釣
部

由
紀
子
▽
春
江
図
書
館　

齊
藤
裕
二

【
主
任
級
】

総
務
課　

尾
山
敏
弘
▽
同　

屋
敷
美
由

紀
▽
職
員
課　

福
田
希
久
美
▽
行
政
経

営
課　

西
出
憲
男
▽
同　

木
下
幹
雄
▽

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
課　

上
田
純
子

▽
企
画
情
報
課　

近
間
宙
之
▽
財
政
課

倉
矢
徹
▽
監
理
課　

本
多
隆
則
▽
同

長
田
邦
弘
▽
同
庁
舎
整
備
推
進
室　

藤

田
敦
子
▽
工
事
検
査
課　

長
谷
川
徹
▽

課
税
課　

増
澤
充
洋
▽
納
税
課　

加
藤

益
実
▽
社
会
福
祉
課　

斉
藤
恵
▽
同
福

祉
総
合
相
談
室　

細
川
真
紀
▽
健
康
長

寿
課　

川
合
麗
子
▽
同　

辻
貴
子
▽
同　

江
川
好
美
▽
同　

丸
谷
恵
▽
子
育
て
支

援
課　

田
嶋
厚
志
▽
市
民
生
活
課　

宮

本
昌
典
▽
農
業
振
興
課　

坪
田
学
恭
▽

同　

北
嶋
亮
一
▽
同　

田
邊
和
男
▽
同

地
籍
調
査
室　

田
島
康
亨
▽
林
業
水
産

振
興
課　

藤
田
智
治
▽
観
光
産
業
課

斉
藤
立
海
▽
環
境
推
進
課　

佐
藤
康
弘

▽
都
市
計
画
課　

加
茂
浩
幸
▽
同　

近

間
布
子
▽
建
設
課　

田
村
誠
▽
同　

真

柄
勝
利
▽
上
下
水
道
課　

田
中
栄
治
▽

同　

森
田
康
博
▽
同　

堂
前
剛
▽
同

山
田
泰
照
▽
同　

嶋
崎
真
幸
▽
議
会
事

務
局　

増
澤
律
子
▽
三
国
支
所
地
域
振

興
課　

田
夛
敏
幸
▽
同　

井
上
佳
美
▽

同　

門
馬
聡
子
▽
同　

藤
間
紀
人
▽
同　

木
村
千
秋
▽
丸
岡
支
所
地
域
振
興
課

藏
清
恵
▽
同　

中
島
美
和
▽
同　

近
間

明
実
▽
春
江
支
所
地
域
振
興
課　

小
林

良
造
▽
同　

吉
尾
輝
美
▽
同　

髙
山
一

郎
▽
同　

戸
田
史
生
▽
同　

長
谷
川
久

美
江
▽
坂
井
支
所
地
域
振
興
課　

竹
内

佐
由
美
▽
農
業
委
員
会
事
務
局　

木
村

栄
孝
▽
監
査
委
員
事
務
局　

前
田
英
邦

▽
三
国
病
院
事
務
局　

岡
田
浩
一
▽
学

校
教
育
課　

朝
比
奈
由
紀
子
▽
同　

北

岡
武
▽
丸
岡
図
書
館　

吉
川
幸
江
▽
坂

井
図
書
館　

大
倉
守

【
主
査
級
】

総
務
課　

北
澤
佐
智
子
▽
安
全
対
策
課

板
本
利
生
▽
職
員
課　

辻
川
佑
香
▽
秘

書
広
報
課　

水
上
慶
彦
▽
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
推
進
課　

坪
田
浩
司
▽
企
画
情
報

課　

小
林
壮
太
郎
▽
同　

虎
田
憲
治
▽

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

刀
根
進
矢
▽
同

福
澤
斗
夢
▽
同
女
性
活
躍
推
進
室　

杉

田
和
也
▽
監
理
課　

安
久
浩
司
▽
同

木
村
香
織
▽
工
事
検
査
課　

角
谷
吉
弘

▽
課
税
課　

草
壁
玄
明
▽
社
会
福
祉
課　

小
西
健
太
郎
▽
同　

小
林
一
裕
▽
同

廣
嶋
嘉
一
▽
同
福
祉
総
合
相
談
室　

間

海
洋
一
郎
▽
健
康
長
寿
課　

太
田
妃
佐

子
▽
同　

佐
藤
政
伸
▽
同　

佐
藤
真
理

子
▽
同　

堂
前
智
子
▽
同　

小
林
智
美

▽
同　

齊
藤
歩
▽
同　

山
口
佐
知
子
▽

同　

高
間
実
紀
▽
同　

塚
崎
千
香
▽
同

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

宇
野
康
恵
▽
子
育
て
支
援
課　

重
森
忍

▽
同　

手
島
紀
志
子
▽
同　

山
口
佳
芳

里
▽
市
民
生
活
課　

奈
須
田
朋
志
▽
同　

野
路
香
奈
▽
農
業
振
興
課　

高
山
真
治

▽
観
光
産
業
課　

橋
向
秀
也
▽
建
設
課　

吉
松
芳
▽
同　

大
森
史
朗
▽
同
高
速
交

通
対
策
室　

吉
川
敏
浩
▽
上
下
水
道
課　

脇
本
幸
▽
同　

黒
坂
紀
美
栄
▽
会
計
課　

熱
田
貴
子
▽
三
国
支
所
地
域
振
興
課

山
口
泰
弘
▽
同　

水
上
静
香
▽
同　

岩

﨑
恵
▽
同　

山
﨑
広
未
▽
丸
岡
支
所
地
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域
振
興
課　

中
本
朱
実
▽
同　

田
島
理

英
▽
同　

髙
柴
直
哉
▽
同　

橋
詰
尚
幸

▽
同　

大
塚
友
香
理
▽
同　

堤
美
奈
▽

同　

片
岡
章
代
▽
同　

青
木
政
代
▽
春

江
支
所
地
域
振
興
課　

川
端
実
由
紀
▽

同　

戸
庭
裕
之
▽
坂
井
支
所
地
域
振
興

課　

中
野
寛
幸
▽
三
国
病
院
診
療
技
術

部　

林
恵
子
▽
三
国
病
院
事
務
局　

嶋

川
貴
義
▽
教
育
総
務
課　

飛
田
孝
彦
▽

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

茶
谷
倫
代
▽

三
国
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

高
尾
聖
子

▽
文
化
課
丸
岡
城
国
宝
化
推
進
室　

堤

徹
也
▽
文
化
課
み
く
に
龍
翔
館　

青
木

祥
子
▽
春
江
図
書
館　

今
川
房
枝

【
一
般
職
】

総
務
課　

水
島
孝
典
▽
秘
書
広
報
課

古
屋
吉
将
▽
企
画
情
報
課　

髙
橋
新
司

▽
同　

渡
邉
雄
大
▽
同　

小
玉
悠
太
郎

▽
同　

牧
田
恵
▽
財
政
課　

北
山
大
介

▽
営
繕
課　

山
﨑
賀
央
▽
課
税
課　

藤

田
哲
史
▽
同　

坪
田
幸
史
朗
▽
同　

森

崇
聡
▽
同　

荒
舘
敬
介
▽
納
税
課　

水

上
裕
介
▽
同　

辻
本
史
貴
▽
納
税
課
福

井
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構　

會
澤
圭

祐
▽
納
税
課
税
外
債
権
管
理
室　

荒
井

朋
也
▽
社
会
福
祉
課　

月
僧
智
美
▽
同

福
祉
総
合
相
談
室　

斉
藤
正
晃
▽
健
康

長
寿
課　

藤
澤
有
香
▽
同　

山
田
法
子

▽
同　

長
谷
川
奈
央
▽
同　

伊
藤
優
花

▽
同　

加
賀
大
貴
▽
同　

川
瀬
千
里
▽

同　

黒
川
美
沙
子
▽
同　

寺
井
杏
奈
▽

同
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

角
正
ひ
と
み
▽
同　

谷
岡
育
枝
▽
同

笠
川
美
希
▽
同　

下
美
佳
▽
同　

福
岡

真
由
美
▽
子
育
て
支
援
課　

吉
田
洪
将

▽
同　

八
十
島
彰
大
▽
同　

竹
内
万
里

奈
▽
同　

出
店
理
成
▽
同　

舟
木
博
子

▽
同　

角
谷
俊
平
▽
同　

田
中
沙
耶
香

▽
同　

石
川
早
紀
▽
市
民
生
活
課　

大

間
美
予
子
▽
同　

中
村
佑
季
▽
同　

新

谷
優
奈
▽
同　

羽
柴
和
宏
▽
同　

奥
野

裕
美
▽
農
業
振
興
課　

深
谷
友
美
子
▽

同　

川
口
雄
大
▽
同　

長
堂
智
之
▽
同　

笹
木
康
陽
▽
同
地
籍
調
査
室　

佐
野
雄

一
▽
観
光
産
業
課　

小
西
和
之
▽
同

大
道
政
男
▽
同　

佐
々
木
勇
真
▽
同

村
中
美
帆
▽
環
境
推
進
課　

持
川
浩
一

郎
▽
同　

佐
藤
貴
史
▽
都
市
計
画
課

小
林
知
晃
▽
建
設
課　

綿
孝
征
▽
上
下

水
道
課　

内
田
裕
貴
▽
同　

酒
井
農
剛

▽
同　

平
野
潤
一
▽
三
国
支
所
地
域
振

興
課　

阿
部
嘉
彦
▽
同　

井
上
真
梨
夏

▽
丸
岡
支
所
地
域
振
興
課　

持
川
侑
美

▽
同　

西
田
友
紀
奈
▽
同　

荒
木
幸
治

▽
春
江
支
所
地
域
振
興
課　

村
中
早
織

▽
同　

友
田
美
緒
▽
同　

宮
本
美
聡
▽

同　

橋
本
昂
宜
▽
農
業
委
員
会
事
務
局　

上
野
貴
史
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

藤
田
恭
平
▽
三
国
図
書
館　

平
川
雄
基

【
医
療
職
】

副
看
護
部
長　

境
智
子
▽
看
護
師
長　

齊
藤
美
智
子
▽
同　

岩
田
登
志
恵
▽
主

任
看
護
師　

山
本
絹
代
▽
同　

大
嶋
裕

子
▽
同　

奥
原
智
子

【
技
能
労
務
職
】

（
社
）坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会　

南

一
美
▽
三
国
支
所
地
域
振
興
課　

玉
森

豊
幸
▽
磯
部
小
学
校　

出
村
忍
▽
平
章

小
学
校　

谷
本
尚
美
▽
三
国
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー　

廣
部
由
紀
枝
▽
同　

岡
本

友
快
▽
春
江
坂
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

長
橋
友
子
▽
同　

加
藤
み
え

■
派
遣

【
課
長
級
】

坂
井
市
土
地
改
良
合
同
事
務
所
事
務
局

次
長　

奥
平
浩
▽（
公
財
）坂
井
市
農
業

振
興
公
社
事
務
局
長　

橋
本
茂
治

【
課
長
補
佐
級
】

新
幹
線
用
地
事
務
所　

野
田
幸
一
▽
越

前
三
国
競
艇
企
業
団
事
業
局
業
務
課　

西
香
代
美
▽
同　

齊
藤
紀
之
▽
越
前
三

国
競
艇
企
業
団
事
業
局
庶
務
課　

永
井

英
明

【
主
任
級
】

坂
井
北
部
丘
陵
地
営
農
推
進
協
議
会　

坪
田
準
人
▽
坂
井
市
土
地
改
良
合
同
事

務
所
事
務
局　

廣
部
光
一
▽
坂
井
地
区

広
域
連
合　

村
上
裕
子
▽
越
前
三
国
競

艇
企
業
団
事
業
局
庶
務
課　

堀
江
真
由

美【
主
査
級
】

越
前
三
国
競
艇
企
業
団
事
業
局
庶
務
課 

北
澤
和
義

【
一
般
職
】

福
井
県　

白
﨑
洋
司
▽(

公
財)

福
井
県

下
水
道
公
社　

西
畑
政
伸
▽
福
井
坂
井

地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合　

寺
木

勇
人
▽
越
前
三
国
競
艇
企
業
団
事
業
局

業
務
課　

岩
本
真
弥
▽
同　

村
上
久

■
保
育
園
・
幼
保
園
関
係

【
園
長
級
】

加
戸
幼
保
園
長　

直
江
悦
子
▽
三
国
南

幼
保
園
長　

森
川
由
喜
恵
▽
霞
幼
保
園

長　

中
谷
栄
味
子
▽
今
福
保
育
園
長

定
池
雅
代
▽
安
田
保
育
園
長　

池
内
恵

子
▽
磯
部
東
保
育
園
長　

前
田
初
美
▽

春
江
中
保
育
園
長　

岡
本
か
よ
▽
春
江

東
保
育
園
長　

寺
岡
留
美
子
▽
春
江
北

幼
保
園
長　

山
本
弥
生
▽
春
江
幼
保
園

長　

辻
崎
眞
理
子
▽
春
江
東
幼
保
園
長　

青
木
房
枝
▽
坂
井
こ
ど
も
園
長　

清
水

久
美
子
▽
三
国
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長　

午
房
浩
惠
▽
丸
岡
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長　

堀
江
て
る
み

【
副
園
長
級
】

み
く
に
未
来
幼
保
園　

上
野
香
苗
▽
宿

幼
保
園　

前
田
や
よ
い
▽
安
島
幼
保
園　

南
口
智
子
▽
三
国
南
幼
保
園　

渡
辺
雅

代
▽
今
福
保
育
園　

伊
東
奈
美
江
▽
同　

斉
藤
由
香
▽
安
田
保
育
園　

岩
本
利
恵

▽
磯
部
東
保
育
園　

谷
奥
加
奈
子
▽
鳴

鹿
幼
保
園　

松
浦
弘
美
▽
磯
部
西
幼
保

人事異動と機構改革をお知らせします②
組織は6部30課6室に　異動者は458人　

園　

山
本
和
美
▽
高
椋
幼
保
園　

田
中

幹
恵
▽
春
江
東
保
育
園　

長
谷
川
た
み

子
▽
春
江
北
幼
保
園　

石
黒
知
春
▽
春

江
西
幼
保
園　

橋
本
貴
子
▽
春
江
幼
保

園　

八
杉
素
子
▽
春
江
東
幼
保
園　

米

元
淑
江
▽
坂
井
こ
ど
も
園　

坪
田
晴
美

▽
同　

平
田
佐
織
▽
坂
井
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー　

林
田
浩
子

【
保
育
士
】

み
く
に
未
来
幼
保
園　

橋
本
未
樹
▽
同　

塚
田
か
ず
み
▽
同　

橋
向
梓
▽
宿
幼
保

園　

星
野
成
実
▽
同　

上
野
久
美
子
▽

同　

古
市
真
菜
▽
加
戸
幼
保
園　

山
田

侑
紀
▽
三
国
南
幼
保
園　

伊
藤
玲
子
▽

霞
幼
保
園　

小
野
田
実
希
恵
▽
同　

佐

藤
千
恵
▽
安
田
保
育
園　

今
井
順
▽
同　

横
田
菜
々
▽
磯
部
東
保
育
園　

中
嶋
純

子
▽
同　

山
口
愛
▽
同　

櫻
井
薫
▽
春

江
中
保
育
園　

吉
江
貴
子
▽
同　

内
田

悠
美
子
▽
春
江
東
保
育
園　

城
地
裕
子

▽
春
江
北
幼
保
園　

小
林
佐
季
子
▽
同　

細
川
美
裕
紀
▽
春
江
西
幼
保
園　

田
中

美
乃
▽
春
江
幼
保
園　

佐
々
治
理
恵
▽

同　

嶋
田
友
紀
▽
同　

庭
本
育
代
▽
春

江
東
幼
保
園　

真
橋
好
美
▽
同　

栃
倉

有
夏
▽
同　

片
岡
紗
有
美
▽
同　

壷
谷

朋
実

【
技
能
労
務
職
】

今
福
保
育
園　

小
林
孝
子
▽
同　

村
山

由
利
恵
▽
安
田
保
育
園　

薮
内
さ
と
み

▽
鳴
鹿
幼
保
園　

灰
谷
昭
子
▽
宿
幼
保

園　

金
﨑
智
子

■
新
採
用

【
一
般
職
】

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

田
中
香
澄
▽
課

税
課　

杉
本
晴
奈
▽
同　

福
田
圭
佑
▽

同　

松
山
耕
平
▽
社
会
福
祉
課　

長
谷

川
智
美
▽
同
福
祉
総
合
相
談
室　

南
本

か
れ
ら
▽
健
康
長
寿
課　

黒
川
智
加
▽

同　

宮
尾
颯
▽
同　

八
代
真
樹
▽
子
育

て
支
援
課　

杉
田
芽
衣
▽
市
民
生
活
課　

眞
柄
久
美
▽
農
業
振
興
課　

北
島
遼
生

▽
林
業
水
産
振
興
課　

新
宮
拓
志
▽
観

光
産
業
課　

安
田
敦
貴
▽
環
境
推
進
課

陶
山
由
美
子
▽
都
市
計
画
課　

原
田
佳

史
▽
建
設
課　

田
島
慶
太
▽
上
下
水
道

課　

田
谷
修
人
▽
同　

長
智
宏
▽
議
会

事
務
局　

吉
川
朋
秀
▽
三
国
支
所
地
域

振
興
課　

黒
川
大
介
▽
丸
岡
支
所
地
域

振
興
課　

橋
本
歩
武
▽
同　

上
坂
琢
馬

▽
春
江
支
所
地
域
振
興
課　

梅
原
理
奈

▽
文
化
課　

中
田
那
々
子
▽
学
校
教
育

課　

八
木
沙
友
里
▽
同
平
章
小
学
校　

井
上
小
佑
里
▽
同
磯
部
小
学
校　

橋
本

莉
沙
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

朋
里

雅
実
▽
国
体
推
進
課　

番
匠
孝
博
▽
同　

黒
川
智
矢

【
保
育
士
】

み
く
に
未
来
幼
保
園　

北
川
智
愛
▽
宿

幼
保
園　

柳
澤
瑠
惟
▽
加
戸
幼
保
園　

山
岸
志
帆
▽
霞
幼
保
園　

木
下
智
哉
▽

安
田
幼
保
園　

朝
日
美
幸
▽
磯
部
西
幼

保
園　

長
堂
涼
子
▽
春
江
東
保
育
園　

伊
東
唯
▽
春
江
北
幼
保
園　

水
島
由
依

▽
春
江
西
幼
保
園　

北
理
映
子
▽
坂
井

こ
ど
も
園　

河
島
愛
恵

【
医
療
職
】

作
業
療
法
士　

髙
田
ゆ
ず
樹
▽
看
護
師　

門
内
野
都
花
▽
同　

徳
丸
ひ
と
み
▽
同　

宮
越
春
華
▽
同　

廣
比
新
之
助
▽
准
看

護
師　

神
谷
里
子
▽
同　

定
永
佳
代

■
退
職
者

　

 

※(

　

)

内
は
旧
所
属

新
開
和
典(

総
務
部)

▽
野
路
良
二(

財

務
部)

▽
黒
川
正
夫(

生
活
環
境
部)

▽

髙
嶋
優
文(

福
祉
保
健
部)

▽
萬
道
正
之

(

産
業
経
済
部)

▽　

本
賢
治(

建
設
部)

▽
寺
澤
英
二(

上
下
水
道
部)

▽
廣
田
芳

裕(

会
計
課)

▽
友
田
義
隆(

議
会
事
務

局)

▽
多
田
和
也(

三
国
総
合
支
所)

▽

嶋
﨑
隆
和(

丸
岡
総
合
支
所)

▽
直
江
正

一(

三
国
病
院)

▽
佐
々
木
幸
治(

福
祉

保
健
部)

▽
越
川
邦
彦(

産
業
経
済
部)

▽
内
田
政
年(

上
下
水
道
部)

▽
篠
崎

恵
市
郎(

三
国
総
合
支
所)

▽
竹
澤
秀

二(

坂
井
総
合
支
所)

▽
武
曽
素
行(

教

育
委
員
会
事
務
局)

▽
前
川
愼
市(

同)

▽
滝
呑
徹
也(

同)

▽
髙
澤
英
世(

課
税

課)

▽
崎
田
則
和(

三
国
総
合
支
所)

▽

名
村
正
男(

三
国
総
合
支
所)

▽
堂
下
幸

信(

春
江
坂
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー)

▽
木
村
秀(

三
国
病
院)

▽
村
田
由
紀
恵

(

議
会
事
務
局)

▽
西
川
仁(

三
国
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー)

▽
青
山
成
美(

学
校

教
育
課)

▽
堀
川
弘
子(

加
戸
幼
保
園)

▽
山
本
惠
子(

磯
部
東
幼
保
園)

▽
達
川

壽
美
惠(
今
福
幼
保
園)

▽
水
野
千
惠
子

(

霞
幼
保
園)
▽
大
坂
加
代
子(

春
江
南

保
育
所)

▽
池
端
真
由
美(
春
江
東
保
育

所)

▽
小
林
美
栄
子(

春
江
北
保
育
所)

▽
山
田
千
代
美(

坂
井
こ
ど
も
園)
▽
郷

圭
子(

安
田
幼
保
園)

▽
岡
島
秀
春(
武

生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組

合)

▽
松
川
喜
代
美(

三
国
病
院)

▽
鳥

奥
恵(

春
江
図
書
館)

▽
藤
田
せ
つ
子

(

坂
井
こ
ど
も
園)

▽
中
山
眞
由
美(

鳴

鹿
幼
保
園)

▽
小
畔
由
美
子(

春
江
南
保

育
所)

▽
小
林
眞
弓(

平
章
小
学
校)

▽

戸
板
眞
弓(

磯
部
小
学
校)

▽
田
中
和
夫

(

丸
岡
図
書
館)

▽
廣
田
利
一
郎(

三
国

総
合
支
所)

▽
岡
崎
ひ
づ
る(

三
国
病

院)

▽
天
口
麻
奈
美(

安
田
幼
保
園)

▽

田
中
絢
子(

坂
井
こ
ど
も
園)

▽
佐
藤
彩

乃(

霞
保
育
園)

▽
湯
淺
み
ち
代(

宿
幼

保
園)

▽
古
谷
久
美
子(

長
畝
小
学
校)

▽
杉
山
ひ
と
み(

磯
部
小
学
校)

▽
牧
野

真
弓(

磯
部
東
幼
保
園)

▽
水
野
友
美

(

今
福
幼
保
園)

▽
山
田
由
美(

三
国
病

院)　



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。

2223 平成 28 年 　月号平成 28 年 　月号 44

●問い合わせ　総務課　50-3010

組織機構の見直しに伴い
4月から事務所内配置が変更になりました

市
民
の
利
便
性
向
上
と
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
28
年
4
月
か
ら
次
の
よ
う
に
組
織

を
変
更
し
ま
す
。

総　務　部

建　設　部

産	業	環	境	部

市	民	福	祉	部
(福祉事務所)	

三		国		病		院

会	計	管	理	者

財　務　部

総	合	政	策	部

教	育	委	員	会
事		務	局	

議　　　会
選	挙	管	理	委	員	会

総　務　課
安	全	対	策	課
職　員　課
秘	書	広	報	課
行	政	経	営	課

企	画	情	報	課
シティーセールス推進課
まちづくり推進課
女性活躍推進室

財　政　課
監　理　課

営　繕　課
工	事	検	査	課
課　税　課
納　税　課

庁舎整備推進室

税外債権管理室

社	会	福	祉	課

健	康	長	寿	課
子	育	て	支	援	課
市	民	生	活	課

農	業	振	興	課
地籍調査室

林業水産振興課
観	光	産	業	課
環	境	推	進	課

都	市	計	画	課
建　設　課
高速交通対策室
上	下	水	道	課

診　療　部
看　護　部
診	療	技	術	部
事　務　局

会　計　課

教	育	総	務	課
学	校	教	育	課

生涯学習スポーツ課
国	体	推	進	課
文　化　課

図　書　館

事　務　局

事　務　局
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審	査	委	員	会

事　務　局

本　　　　庁 支所(三国・丸岡・春江・坂井)

地	域	振	興	課

※坂井支所については、財
　務部、市民生活部、産業
　環境部、会計課に関する
　業務は、本庁業務として
　各担当課が所管します

坂井市役所
本庁

ＪＡ花咲ふくい

坂井交番

坂井市商工会

岩井病院

ＪＡ花咲ふくい
坂井支店

多目的研修
集会施設

坂井市役所
別館

坂井市役所
第２別館

坂井健康
センター
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【庁舎案内図】
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5月から健康 L
ら い ふ

ifeを 
始めませんか

ところ　JA花咲ふくい三国支店
受講料　500円／回
　　　　①のみ年会費1,000円
※別途費用がかかる場合あり　
申込方法　電話で下記へ
　JA花咲ふくい三国支店
　荒

あら

屋
や

　81-3103

　健康長寿課　50-3067

　

【取り扱うもの】衣類、家具、イン
テリア、大人用自転車など
【取り扱わないもの】生き物、食品、
業務用品、車やバイクなど、製品事
故の可能性のあるもの（電化製品な
ど）、衣類以外の子供用製品
　詳しくは、市ホームページ「坂
井市消費者センター」をご覧にな
るか、電話でお尋ねください。
申込方法　電話で下記へ
※無償の品物のみ取り扱います
※掲載期間は3カ月(自動継続はし
　ません）
※掲載品は掲載者が保管
　市民生活課　 50-3030

　畑の肉と言われる大豆には、1粒に様々な栄
養素がバランスよく含まれています。また、が
んのリスクを下げる、骨粗しょう症の予防など
の効果があると言われています。毎日の食事に
大豆や大豆製品を意識して取り入れて「健康寿
命」を延ばしていきましょう。

①ボウルに豚挽き肉を入れ、みりんで溶いたみ　
　そを加え、粘りが出るまで混ぜる。
②①にしっかり水切りをした豆腐と卵を加えて
　混ぜ、なじんだら小口切りにしたネギとパン
　粉を加えて混ぜる。冷蔵庫に入れ、30分以上
　休ませる。
③②を 4等分にして丸め、中の空気を抜き小判
　型に整える。
④フライパンに油を入れて熱し、③を並べ入れ
　10分位両面をかりっと焼き、中まで火を通す。
⑤器に盛り、大根おろしとおろし生姜をのせ
　しょうゆをかける。ミニトマトとレタスを添
　えてできあがり。

三国地区食生活改善推進員和風豆腐ハンバーグ

家庭用品リサイクル 情報
recycle information

小さな粒でも働き者！大豆を食べよう

材料／4人分

ゆ
ず
り
ま
す

木製整理ダンス(白色、高150幅
90奥40）、三国高校女子制服(160)、
ケース入ひな人形、パッチワーク
の布、セミダブルベッド、大人用
オムツカバー (M)と替えパッド

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

仁愛女子高等学校の学生用品一式
（160）、直径10cmの小皿、磯部小
学校の160cmの体操服、山歩き用
の伸縮するスティック、クマ避けの
鈴、アップライトピアノ、ベビーバス、
保温ポット（2～3L）、雄島小学校
女子の学生用品一式、三国中学校男
子の学生用品一式、100cm以上の
女子の服、150cm以上の男子の服、
高椋小女子制服(150～160cm)

豚挽き肉
みそ
みりん
木綿豆腐
卵
万能ネギ
パン粉
サラダ油
大根おろし
おろし生姜
しょうゆ
ミニトマト
レタス

　100 ｇ
小さじ２
小さじ２

2丁(400ｇ）
1/2 個

4本
大さじ４
大さじ２

適量
適量
適量
適量
適量

エネルギー 　
タンパク質 　
脂質

栄養成分／ 1人分

　230kcal
13.6g
15.1g

看護の日イベント
健康寿命を伸ばそう

　看護師が健康維持に関する知
識や情報の提供、相談を受け付
けます。体脂肪などの各種測定
コーナーなどを開設しますので、
この機会に自分の健康を見直し
てみませんか。
と　き　5月14日(土)
　　　　10:00 ～ 15:00
ところ　いねす
内　容　　健康相談コーナー
　　　　　測定コーナー
　　　　　(血圧・体脂肪・骨密
　　　　　度・血管年齢)
　　　　　体験コーナー
　　　　　(正しい手洗い)
　　　　　「ナースちゃんに変身」
　　　　　コーナー　など
　三国病院　82-0480
　

～ “もり”へ!来て!見て!
奥越高原まるかじり! ～

　施設の見学やプログラム体験
ができる施設開放を行います。
当日、自然の家玄関前にて受付。
と　き　4月29日（金・祝）
　　　　9:30 ～ 15:30
ところ　奥越高原青少年自然の家
　　　　(大野市南六呂師169-8)
内　容　クラフト体験やゲーム
　　　　などの活動プログラム、
　　　　施設見学　など
　　　　※一部有料の内容あり
料　金　クラフト体験(300円程
　　　　度)、昼食(限定50食)　　
　　　　400円　など
　　　　※昼食は事前予約可
　奥越高原青少年自然の家
　　0779-67-1321

開催
event information

絵本よみきかせ相談会
司書が相談に応じます

　「どんな本を読んでいいのか」
「こんなやり方でいいのか」など
悩んだことはありませんか。司
書が相談に応じます。
と　き　4月17日(日) 14:00～
ところ　三国図書館
　　　　２階研修室
講　師　田

た

中
なか

　智
とも

美
み

司書
　　　　(福井県立図書館)
申込方法　電話で下記へ
    三国図書館　81-2900

おしゃれな寄せ植えに
チャレンジ

　観葉植物を使った、室内で楽
しめる寄せ植え体験です。お気
軽にお越しください。
と　き　4月24日(日)
　　　　10:00 ～ 12:00
ところ　ゆりの里公園
定　員　15人
参加費　1,500円
準備物　薄手の手袋
申込方法　電話で下記へ
　ゆりの里公園　58-0100　
　

YONETSU-KAN ささおか
(余熱館)臨時休館

　清掃センター焼却施設の定期
点検のため、YONETSU-KAN
ささおかが臨時休館になります。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理
解ご協力をお願いします。
と　き　5月9日(月)
　　　　　～ 25日(水)
　YONETSU-KAN ささおか
　　74-2221

えちてつでお得な電車生活
サポーターズクラブ会員

　えちてつサポーターズクラブ
は、市民とえちぜん鉄道を繋ぐ
ファンクラブです。加入して、お
得な電車生活を楽しみませんか。
年会費　1,000円。同会員の同
　　　　居家族は500 円
　　　　※えちぜん鉄道の定期
　　　　　乗車券購入者は無料
特　典　　普通乗車券、1日フ
　　　　　リーきっぷを１割引
　　　　　きで購入
　　　　　※65歳以上の人は2
　　　　　　割引き
　　　　　乗車ポイントを貯め
　　　　　て景品と交換
　　　　　加盟店での各種サー
　　　　　ビスなど　
申込方法　えちぜん鉄道の有人駅、
　　　　車内のアテンダント、
　　　　ホームページ、各支所
　　　　で申し込み
　えちてつサポーターズクラブ
　事務局　52-8830

三国祭で
山車を引きませんか

　今年の三国祭で山車を引いて
みませんか。道いっぱいの観客
の中を勇壮に練り歩く山車の魅
力は、引いた人だけが味わえま
す。奮ってご応募ください。
と　き　5月20日（金）
定　員　先着30 人
申込方法　4月28日(木)までに電
　　　　話で下記へ
　三国祭保存振興会　谷

たに

川
かわ

　　82-6400

募集
invite information

カルシウム
塩分

443.4mg
0.6g

平和を守る
自衛官になりませんか

　応募資格の年齢は、平成29年
4月1日現在の年齢です。申込
方法など詳しくは、下記へお問
い合わせください。
■自衛隊幹部候補生

試験日　5月14日(土)
　　　　※5月15日(日)も飛行
　　　　　要員のみ試験
申込締切　5月6日(金)
■自衛官候補生(男子)
　年間を通じて、募集を受け付
けています。
応募資格　18歳以上27歳未満
　自衛隊福井募集案内所
　　24-3702

応
募
資
格

一般要員・飛行要員
　22歳以上26歳未満の人
　(院卒者は28歳未満)
歯　科
　20歳以上30歳未満で大学
の歯科課程卒業または29年3
月に卒業見込みの人
薬剤科
　20歳以上28歳未満で大学
の薬学課程卒業または29年3
月に卒業見込みの人

・

・

・

・
・

・

・

①簡単・健康教室
　有酸素運動、筋力トレーニン
グを交互に行い、基礎代謝アッ
プを目指します。
と　き　第3金曜日
　　　　9:30 ～11:00
　　　　※5月は27日に実施
②ソフトy

よ が

oga
　癒しのポーズで疲れた身体を
メンテナンスします。
と　き　第1・3水曜日
　　　　19:30 ～ 20:30
　　　　※5月は18日のみ実施
③ボディメイクyoga
　夏に向け、全身の引き締めを
目指します。
と　き　第2・4金曜日
　　　　19:30 ～ 20:30
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市民の活動を応援するコーナーです。

2627 平成 28 年 　 月号平成 28 年 　 月号

■外国人の無料相談　
　通訳が必要な場合は、事前に
予約してください。中国語は予
約不要です。
と　き　4月24日(日)
　　　　13:00～16:00
ところ　いねす　たくみ工房
対象者　市内在住、通勤、通学
　　　　している外国人と日本　
　　　　人関係者
相談事項　在留資格、ビザ、雇用、　
　　　　国際結婚、帰化など
相談者　福井県行政書士会
■新規会員を募集
　市民参加による国際交流活動
を通して、相互理解と友好親善
などの実現に寄与することを目
的に様々な事業を行っています。
お気軽にお問い合わせください。
　インターナショナルさかい
　中

なか

村
むら

　090-9443-1570
　　tednaka@mx2.fctv.ne.jp

　
　

ところ　高椋コミュニティセンター
受講料　①4,500円
　　　　②10,000円
申込方法　講座開始 3 日前までに
　　　　電話かFAXで下記へ
　いきいきITクラブ
　　090-4688-7145
　　67-8385

親子の絆を深めましょう
ベビーマッサージ

　親子で触れ合いながら、楽し
いひとときを過ごしませんか。
と　き　①毎週水曜日
　　　　②第1・3金曜日
　　　　③第2・4金曜日
　　　　10:30 ～（共通）
ところ　①大石コミュニティセ
　　　　　ンター
　　　　②春江東コミュニティ
　　　　　センター
　　　　③磯部コミュニティセ
　　　　　ンター
内　容　ベビーマッサージ、絵
　　　　本や紙芝居、親子体操、
　　　　わらべうた　など
参加費　500円/回
　　　　(4回目無料)
　　　　※ポイントカード有
準備物　バスタオル、おむつ用
　　　　品、飲み物(水分補給)
　山

やま

口
ぐち

　090-3291-6460

　ソフトテニスを通して、強い
心と体を育てましょう。三国町
以外の人も大歓迎。
と　き　毎週月・水・木・日曜日
　　　　19:00 ～ 22:00
　　　　※日曜日は21:00まで
　　　　※小学生は21:00まで
　　　　※冬季は日程変更
ところ　三国運動公園テニス場
対　象　小学1年～高校3年生
会　費　10,000円/年
　　　　1,500円/年（ナイター料）
　　　　※県・全日本登録料込
　　　　※スポーツ保険は別途
　　　　　任意で
申込方法　電話で下記まで
　西

にし

村
むら

　82-1040

4

人 口

男

女

世帯数 ▼

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

おくやみ

市の
すがた

今月の
ハッピー

バースデー

　　名　前　　　年齢　　行政区 　　名　前　　　年齢　　行政区

人

人

人
戸

2月21日から3月20日までの届け出分(敬称略)

名前は全て人名漢字および常用漢字で表記しています。

（＋ 9、＋ 261）
（－ 25、－ 215）

（－ 14、－ 155）

（－ 39、－ 370）

30,806
47,846

45,108

92,954

3月1日現在
※(   )内は前月比、前年比

三国町／
田
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賀
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子
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田
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濵
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住
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秋
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元
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　ハマ子
こ

鈴
すず

木
き

　重
しげ

行
ゆき

森
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子
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こ
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明
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治
じ
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ちょう

次
じ

郎
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大
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東
ひがし

　ヒメヲ
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きた

野
の

　美
み

代
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子
こ

小
こ

林
ばやし

　哲
てつ

夫
お

小
お

田
だ

原
わら

　一
かず

夫
お

中
なか

島
じま

　広
ひろし

増
ます

田
た

　澄
すみ

子
こ

野
の

﨑
ざき

　ふじ子
こ

朝
あさ

倉
くら

　賢
けん

三
ぞう

石
いし

田
だ

　正
ただし

丸岡町／
小
お

原
はら

　健
けん

一
いち

高
たか

田
だ

　光
みつ

江
え

　
橋
はし

本
もと

　弘
ひろ

樹
き

堂
どう

前
まえ

　多
た

美
み

子
こ

尼
あま

形
がた

　義
よし

雄
お

新
にい

名
な

　昭
あき

子
こ

中
なか

嶋
じま

　千
ち

代
よ

子
こ

坂
さか

下
した

　節
せつ

子
こ

黒
くろ

田
だ

　澄
すみ

子
こ

遠
えん

藤
どう

　正
ただし

森
もり

永
なが

　好
よし

次
つぐ

木
き

戸
ど

　幸
ゆき

雄
お

都
つ

筑
づき

　伊
い

津
つ

子
こ

グリーンハイツ
大門
浜地
下真砂
石丸
安島
御所垣内
池見
安島
安島
宿
陣ケ岡
米納津
安島
平山
下錦
油屋
新緑
上錦

中石城戸
田町
室町
城北３区
西里丸岡２区
霞ヶ丘４区
大森
東組
新九頭竜２区
上長畝
城北２区
牛ケ島
三ケ町

ちゃん

ちゃん

ちゃん

(1歳・春江町下小森)
父：博光さん  母：明子さん

１歳お誕生日おめでとう☆
ボール遊び大好き♥

(1 歳・春江町江留上日の出 )
父：優仁さん  母：有架さん

( 1 歳・丸岡町猪爪新 3 区 )
父：俊輔さん  母：安希さん

谷
た に

口
ぐ ち

 彩
さ

桜
ら

戸
と

村
む ら

 充
み つ

希
き

1 歳になりました☆
おてんば娘に成長しました♥

ちゃん

ちゃん

( 3 歳・丸岡町西里丸岡２区 )
父：昇吾さん  母：敦子さん

( 3 歳・丸岡町下安田 )
父：倫彦さん  母：さゆりさん

山
や ま

本
も と

 彩
あ や

乃
の

小
こ

山
や ま

 ひかる

お姉ちゃんらしくなり、妹を抱っ
こしたり歌を歌ってくれます♪

よくしゃべり、よくうたい、
パズルとお片づけが得意です☆

いつも元気いっぱいいろんなもの
にまっしぐら！１歳おめでとう♥

友
と も

重
し げ

 正
ま さ

道
み ち

　ひそかに将棋が強くなりたい
と思っている小学生を募集しま
す。体験を希望される人はお気
軽にお問い合わせください。　
と　き　4月30日(土)、
　　　    5月7日(土)、14日(土)、
　　　　6月4日(土)、18日(土)
　　　　10:00 ～ 11:30
ところ　兵庫コミュニティセンター
内　容　入門コース、初級コー
　　　　ス、中級コース
定　員　若干名
参加費　500円/回
　森

もり

瀬
せ

　72-1898

　囲碁に関心のある子どもから
高齢者まで参加を募集していま
す。現在も活動していますので、
お気軽にお越しください。
と　き　毎週土曜日
　　　　13:30 ～ 16:30
ところ　東十郷コミュニティセ
　　　　ンター
参加費　1,000円/6か月
　平

ひら

木
き

　090-9762-2922

　ルンバやチャチャ、ワルツ、
タンゴなど色んなダンスを楽し
みながら、健康になりませんか。
と　き　①毎週火曜日 
　　　　②第2・4日曜日
　　　　18:30～(共通)
ところ　高椋コミュニティセンター
会　費　①4,000円/3か月
　　　　②3,500円/3か月
　中

な か

村
む ら

　090-7599-0273

初心者歓迎 !!
囲碁を始めてみませんか

レベルアップ目指そう
将棋チャレンジ2016(春)

インターナショナルさかい
外国人無料相談＆会員募集

初心者のための
パソコン教室

初心者大歓迎
美容や健康にダンス

広報さかいと市ホームページの広告を募集しています。連続して掲載する場合は、特別割引
もあります。市外事業所もＯＫ！広告内容については、広告審査会の審査があります。

末政２区
栄
西瓜屋１の２
吉政
栄

中筋三ツ屋
江留上新町
針原西
随応寺
随応寺
中筋
井向
井向
為国西の宮
針原西
いちい野中央
中筋
江留上大和
矢島
本堂

蛸
高柳
長屋
大味下
島田
北宮領
下兵庫
大味中

ちゃん
(1 歳・春江町江留下西 )
父：豪さん  母：郁子さん

濵
は ま

田
だ

 璃
り

桜
お

わが家のアイドルりおちゃん♥
毎日ニコニコ元気いっぱいです！

ちゃん
(1歳・春江町新為国)

父：栄一さん  母：こずえさん

元気いっぱい暴れん坊！おにい
ちゃん、たくさんあそぼうね!!

山
や ま

内
う ち

 悠
ゆ

生
う

ちゃん
(1歳・坂井町夢咲の街)

父：勇斗さん  母：実佳さん

たいしお兄ちゃんいつも遊ん
でくれてありがとう☆

  藤
ふ じ

江
え

 咲
え

心
み

「みんなの掲示板」、「今月のハッピーバー
スデー」掲載希望者を募集
　締め切りは、掲載希望月の前月 5 日まで。
ハッピーバースデーは 3 歳になるお子さん
までが対象です。詳しくは秘書広報課まで。
　秘書広報課　50-3012

4

三国ソフトテニス教室
参加者を募集

①ワード基礎
　5月6日(金)・10日(火)
　・12日(木)・17日(火)
　13:00 ～ 16:00
②高齢者にやさしいパソコン教室
　(3 ヶ月コース )
　毎週月・水 ･ 金曜日
　13:00 ～ 16:00
　毎週火・木曜日
　18:30 ～ 20:30
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須
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﨑
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こ



※あるぱか顔のカメラ女子が市内を歩き回るよ♪

60 三国湊最後の麹屋「米庄」

今
も
食
文
化
に
根
付
い
て
い
る
麹こ

う
じ

三
国
に
も
麹
の
歴
史
有

ら
の
生な

り

業わ
い

が
麹
業
で
し
た
。
内

田
家
の
屋
号「
室
屋
」
も
、
そ

こ
か
ら
き
て
い
ま
す
。

実
は
米
庄
は
明
治
時
代
、
大

久
保
と
い
う
姓
を
名
乗
っ

て
い
ま
し
た
。
大
久
保
家
に
跡

継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
五

代
目
田た

中な
か

吉き
ち

平べ
い(

１
８
９
４
〜

１
９
４
２)

が
、
母
マ
サ
の
実

家
で
あ
る
大
久
保
家
の
麹
屋
を

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
マ
サ
の
父
、
大お

お

久く

保ぼ

庄し
ょ
う

五ご

郎ろ
う(

１
８
４
９
〜

１
９
０
４)

は
、
福
井
藩
士
桑く

わ

山や
ま

十じ
ゅ
う

蔵ぞ
う

の
二
男
竹た

け

次じ

郎ろ
う

で
、
明

治
初
め
頃
、
大
久
保
家
へ
養
子

に
入
り
七
代
目
庄
五
郎
と
な
り

ま
し
た
。
桑
山
家
は
２
０
０
石

取
の
家
柄
で
、
竹
次
郎
の
父 

十

蔵(

１
８
１
３
〜
１
９
０
８)

も
、

幕
末
に
活
躍
し
た
松ま

つ

平だ
い
ら

春し
ゅ
ん

嶽が
く

の
側
に
仕
え
た
人
物
で
す
。

　
「
米
庄
」
田
中
家
に
は
松
平

春
嶽
の
書
額
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
三
国
湊
が
福
井
藩
の
要

所
で
、
明
治
に
至
る
ま
で
藩
士

と
も
ど
も
関
わ
り
が
深
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

麹
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
食

生
活
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
も
の
で
す
。
酒
や
味
噌
・
醤

油
な
ど
の
発
酵
調
味
料
や
酒
造

り
に
は
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ち
な
み
に
、
三
国
の
名

物
、
酒
饅
頭
も
麴
を
用
い
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
三
国

町
松
ケ
下
で
最
後
ま
で
麴
屋
を

営
ん
だ「
米こ

め

庄し
ょ
う

」
田
中
家
の
方

か
ら
、
麴
を
造
る
道
具
・
看
板
・

引
札
な
ど
の
資
料
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
古
い
も
ろ
蓋ぶ

た

(

木
製
の
浅
い
箱)

に
は「
天
保

十
歳
」(

１
８
３
９
年)

と
書
か

れ
、
こ
の
頃
か
ら
平
成
７
年
ま

で
の
約
１
７
０
年
間
、
麹
屋
を

営
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

さ
ら
に「
米こ

め

屋や

荘し
ょ
う

五ご

郎ろ
う

」の

名
も
見
え
ま
す
。
ご
先
祖
が
、

庄(
荘)
五
郎
を
多
く
名
乗
っ
た

こ
と
か
ら
、
屋
号
は「
米
庄
」

で
し
た
。

幕
末
の
三
国
湊
に
は
、
他
に

も
麴
な
ど
を
製
造
販
売
す

る
室
座
が
、
十
六
株
あ
っ
た
と

「
三
国
鑑
」
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
豪
商 

内
田
家
も
廻
船
業
を

は
じ
め
様
々
な
業
種
に
参
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
創
業
当
初
か
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①

④

①「こうじ　米庄」「甘酒　依託加工致します」「特製　なとみそ　あり」米庄に伝わる看板　
②もろ蓋　昔は新調された道具に名前を書いて大切に子孫に伝えた。側面に「天保十歳」「米
屋荘五郎」などの墨筆が有る　③大正頃。「かうじ（こうじ）製造販売」「こめ庄　田中吉平」　
④明治21年（1888）田

た

中
なか

俊
とし

雄
お

氏蔵

② ③

▼（
直
）
先
輩
が
異
動
に
な
り
、

感
謝
の
言
葉
も
言
え
な
い
ま
ま

お
別
れ
に
…
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
ご

指
導
お
願
い
し
ま
す
。
お
菓
子

も
お
願
い
し
ま
す
。　
　

(

介)

▼
純
↓
嘉
↓
和
↓
杉
↓
充
↓
尚

↓
飛
↓
直
↓
介
↓
…
市
制
10
周

年
。
4
月
異
動
で
10
代
目
!?
ま

さ
か
の(

和)

と(

杉)

が
同
一
人

物
…
9
代
目
の(

水)

で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。(

水)

▼
桜
が
賑
わ
う
こ
の
季
節
は
異

動
の
季
節
。
私
も
2
年
間
務
め

た
広
報
業
務
を
離
れ
る
こ
と
に
。

多
く
の
人
の
手
助
け
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
の

広
報
を
ご
ひ
い
き
に
。　

(

直)


